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●下彦間小学校６年

　ぼくの将来の夢は、プロのサッカー選手になることです。

　ぼくは、１年生のころからクラブチームに入り、サッカーを習っています。それから

サッカーの試合をテレビで見たり、新聞で読んだりするようになり、サッカー選手にな

りたいと思うようになりました。

　最近では、外国のサッカーの試合を見て、あこがれの選手もできました。これからも

たくさん練習をして、あこがれの選手に少しでも近づきたいです。

あこがれの選手

佐野ブランドキャラクター

さのまる

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

今回の表紙　「市民体育祭（陸上）」平成２９年９月１０日撮影

　１０日に行われた市民体育祭・陸上の部。終盤には、男性・女性・小学生が各１０人ずつ・

総勢３０人による玉入れが行われ、チーム一丸となって奮闘していました。

　本紙の４・５ページで「スポーツ立市」についての記事を、２６ページで「市民体育祭の

様子」を掲載しています。ぜひご覧ください。

岡
部
正
英

池野 颯
そ ら

良さん

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
先
月
10
日
ま
で
３
週
を
か
け
て
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
で
あ
る
市
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10
日
に
は
陸
上
競
技
部
門
が
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
、
絶
好
の
秋
空
の
も
と
、
多
く
の
市
民
が
地
域
代
表
と
し
て
参
加
し
、

白
熱
し
た
競
技
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
大
会
準
備
や
円
滑
な
大
会
進
行
に
尽
力
い
た

だ
い
た
体
協
各
支
部
、
競
技
役
員
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

現
在
、
本
市
は
「
ス
ポ
ー
ツ
立
市
」
推
進
の
一
環
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
県
の
高
校
駅
伝
大
会
や
石
井
琢
朗
杯
野
球

大
会
、
東
日
本
生
涯
軟
式
野
球
大
会
な
ど
の
関
東
大
会
ク
ラ
ス
の
大
会
が
開
催
さ
れ

た
ほ
か
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
で
は
国
際
大
会
の
開
催
や
在
日
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
方

な
ど
に
よ
る
大
会
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
外
国
人
の
方
が
本
市
を
訪
れ
、
滞
在
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
、
新
た
な
人
の
流
れ
を

確
立
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
15
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
が
、
今
月
21
日
に
は
、
京
都
三
千
院
御
門
主
の

堀
澤
祖
門
さ
ん
が
本
市
で
講
演
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
三
千
院
と
は
、
本
市
出
身

の
故
小
堀
光
栓
さ
ん
が
御
門
主
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
の
お
付
き
合
い
で
、
こ
れ
ま
で

28
年
間
「
佐
野
市
民
京
都
バ
ス
の
旅
」
を
実
施
し
、多
く
の
市
民
が
訪
問
し
て
い
ま
す
。

今
回
、「
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
佐
野
」
に
先
駆
け
た
講
演
を
快
く
引
き
受
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
話
が
聞
け
る
の
か
、
私
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
か
ら
、
各
地
域
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
今
年
度
、
男

性
１
人
・
女
性
23
人
の
方
が
100
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
100
歳
以
上
の
方
は
総
勢
66
人

で
、
最
高
齢
者
は
107
歳
の
女
性
で
す
。
毎
年
100
歳
の
方
々
を
慰
問
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
も
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

実
り
の
秋
、
収
穫
の
秋
で
す
。
皆
さ
ん
も
ス
ポ
ー
ツ
、
読
書
、
旅
行
、
食
べ
物
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
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カ
ギ
ッ
ツ
ル
シ
な
ど
、
い
ろ
り
に

ま
つ
わ
る
方
言
の
い
ろ
い
ろ

　

か
つ
て
日
本
家
屋
の
多
く
は
、
居
間
の
床
板
を
切
り
抜
い
て
い
ろ
り
を

作
り
、
そ
こ
で
暖
を
と
り
煮
炊
き
を
し
ま
し
た
。
い
ろ
り
は
、
日
常
生
活

に
欠
か
せ
な
い
大
事
な
存
在
で
し
た
。
い
ろ
り
が
訛な

ま

っ
て
、
イ
ル
リ
（
エ

ル
リ
）
な
ど
と
も
い
い
ま
し
た
。

　

い
ろ
り
や
か
ま
ど
の
上
に
つ
る
し
、
鍋な

べ

や
釜
や
鉄
び
ん
な
ど
を
、
自
由

に
上
げ
下
げ
で
き
る
よ
う
に
装
置
し
た
鉤か

ぎ

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
鉤
を
共

通
語
で
自じ

ざ
い
か
ぎ

在
鉤
と
い
い
ま
す
が
、
方
言
で
は
こ
れ
を
カ
ギ
ッ
ツ
ル
シ
と
い

い
ま
し
た
。

　

一
方
、
カ
ギ
ッ
ツ
ル
シ
の
多
く
は
、
鮒ふ

な

の
形
を
し
た
木
製
品
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
別
に
フ
ナ
と
も
い
い
ま
し
た
。

　

い
ろ
り
ば
た
の
こ
と
を
、
語
調
を
強
め
て
イ
ロ
リ
ッ
パ
タ
と
い
い
ま
し

た
。
冬
場
に
な
る
と
、
家
族
み
ん
な
が
イ
ロ
リ
ッ
パ
タ
に
寄
り
集
ま
っ
て

暖
を
と
り
な
が
ら
、
最
近
の
話
題
や
よ
も
や
ま
の
話
を
し
な
が
ら
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

「
鍋
を
カ
ギ
ッ
ツ
ル
シ
に
引
っ
掛
け
て
コ
シ
ャ
エ
タ
（
作
っ
た
）
料
理
を
、

家
族
み
ん
な
で
つ
っ
つ
き
な
が
ら
食
べ
る
ン
も
、エ
ー
モ
ン
で
ヤ
ン
ス（
ご

ざ
い
ま
す
）よ
」

　

イ
ロ
リ
ッ
パ
タ
に
は
、
主
の
座
る
ダ
ン
ナ
ザ
シ
キ
（
ム
コ
ー
ザ
シ
キ
・

ウ
ワ
ザ
シ
キ
と
も
）
と
そ
の
左
横
に
妻
の
座
る
カ
ミ
サ
ン
ザ
シ
キ
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
真
向
か
い
が
下
座
で
、
そ
こ
に
は
普
通
、
嫁
が
座
り
ま
し

た
。
下
座
の
そ
ば
に
は
、
た
き
ぎ
を
入
れ
る
木
箱
が
あ
っ
た
の
で
、
下
座

を
木き

じ
り尻
と
も
い
い
ま
し
た
。
昭
和
の
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
電
気
ご
た
つ
が

普
及
し
、
い
ろ
り
に
ま
つ
わ
る
方
言
は
、
ほ
と
ん
ど
消
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

異
国
で
の
挑
戦

　

長
尾
さ
ん
は
、
地
元
の
佐
野
高
校
を
卒
業

後
、
日
本
体
育
大
学
に
進
学
。
卒
業
後
の
平

成
28
年
６
月
か
ら
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て

タ
ン
ザ
ニ
ア
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
青
年

海
外
協
力
隊
に
参
加
し
た
理
由
を
伺
う
と
、

「
人
や
自
然
、
文
化
的
な
魅
力
が
た
く
さ
ん

あ
る
場
所
で
、
自
分
を
高
め
な
が
ら
誰
か
の

役
に
立
て
る
と
思
え
た
か
ら
で
す
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

派
遣
先
で
あ
る
タ
ン
ザ
ニ
ア
か
ら
は
体
育

で
の
協
力
要
請
が
あ
り
、
長
尾
さ
ん
は
全
校

生
徒
が
約
２
千
人
の
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
（
中
学
２
年
生
～
高
校
２
年
生
の
生
徒
が

通
う
中
等
学
校
）
に
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
現
地
の
体
育
は
選
択
科
目
で
あ
る
こ
と

や
、
進
級
の
た
め
の
国
家
試
験
が
あ
る
た
め

授
業
は
座
学
が
中
心
で
あ
る
な
ど
、
日
本
と

の
違
い
を
目
の
当
た
り
に
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
現
地
の
状
況
か
ら
、
長
尾
さ

ん
は
具
体
的
な
体
育
教
科
の
普
及
活
動
と
し

て
、
①
授
業
の
質
を
高
め
る
、
②
運
動
の
機

会
を
与
え
る
の
２
点
を
考
え
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
特
に
②
に
つ
い
て
は
、
小
学
３
年

生
か
ら
高
校
生
ま
で
続
け
て
い
た
野
球
を
活

か
し
て
ク
ラ
ブ
活
動
を
つ
く
り
、
生
徒
た
ち

を
指
導
し
て
い
ま
す
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
野
球

が
初
め
て
伝
え
ら
れ
た
の
は
５
年
前
で
あ
る

た
め
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
「
未
知
の
ス

○プロフィール

平成５年生まれの２３歳。

青年海外協力隊としてタンザニアの中

等学校へ派遣され、体育教科の指導・

普及のために活動。また、現地での野

球の普及にも携わっている。

ポ
ー
ツ
」
と
い
う
印
象
が
強
く
、
そ
の
指
導

は
挑
戦
で
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

文
化
や
生
活
習
慣
の
違
い
か
ら
、
今
で
も

苦
労
は
絶
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、「
生
徒

や
現
地
の
先
生
の
変
化
や
成
長
、
指
導
の
成

果
を
感
じ
た
時
は
、
そ
れ
ま
で
の
嫌
な
こ
と

が
す
べ
て
吹
き
飛
ぶ
ほ
ど
嬉
し
い
で
す
」
と

長
尾
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

体
育
の
価
値
や
必
要
性
、
運
動
を
通
し
て

心
も
体
も
成
長
で
き
る
こ
と
を
現
地
の
方
が

理
解
し
、
そ
れ
を
伝
え
続
け
て
い
く
と
い
う

最
終
的
な
目
標
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
き
っ

か
け
作
り
を
し
た
い
と
、
長
尾
さ
ん
は
日
々
、

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

帰
国
は
来
年
６
月
末
。
残
り
９
ヶ
月
の
滞

在
で
、
彼
の
ま
い
た
種
が
根
を
張
り
、
芽
を

出
す
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。

（
市
民
記
者　

渡
辺
ま
さ
代
）

長
な が お

尾 耕
こうすけ

輔 さん
（宮下町）

長尾さんは現地での野球指導について、侍
ジャパン公式ホームページ「世界の野球 
タンザニア」でコラムを連載しています。
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　生涯スポーツの振興

　より多くの方にスポーツに親しんでもらえるよう、「さのマラソン大会」

などのスポーツイベントや、スポーツ教室を開催しています。また、「市

民歩け歩け大会」や「佐野ウォークラリー大会」など、年齢や体力を問わ

ずに気軽に参加できるレクリエーション大会も開催しています。

　競技スポーツの振興

　競技力の向上を目指す選手・指導者を育成するための教室を開催してい

るほか、スポーツで顕著な功績のあった個人や団体を「スポーツ賞」や「ジュ

ニアスポーツ賞」として表彰し、選手の意欲を高めています。

　スポーツ環境の整備

　市内スポーツ施設の修繕や機能整備、リニューアルを進めています。

　スポーツツーリズムとは

　スポーツを「する」「観る」ための旅行に加え、スポーツを「支える」人々との交流など、これまで

にない旅行スタイルです。これを推進し、多くの方に佐野市を訪れてもらうことで、地域産業への波

及効果を高めていきます。

　スポーツイベントの招致・開催、スポーツ合宿の誘致

　「さのマラソン」「クリケット国際大会」など、大規模スポーツイベントや市内各スポーツ施設を活

用し、各種スポーツの練習合宿などを呼び込む取り組みを行っています。首都圏の大学生によるクリ

ケットや小学生によるミニバスケットの練習合宿などのため、本市を訪れる方が増えてきています。

　スポーツツーリズムの拠点

　現在、国の地方創生に係る交付金を活用し、佐野市国際クリケット場の整備とそこへの誘客をあわ

せて行う「クリケットタウン佐野」創造プロジェクトを推進しています。これにより、外国人も含め

た多くの来訪者を獲得していきます。

生涯スポーツ・競技スポーツの振興とスポーツ環境の整備

スポーツツーリズムの推進

４
～
５
月
に
行
わ
れ
た
「
女
子
ワ
ー
ル
ド

Ｔ
20
東
ア
ジ
ア
太
平
洋
予
選
」

佐野をスポーツで盛り上げる

～スポーツ立市を目指して～

■問合せ＝スポーツ立市推進課☎（２０）３０４９

佐野ウォークラリー大会

平成２８年に開催した
ジュニア陸上教室

　市では、スポーツ立市をリーディングプロジェクトとして掲げ、「スポーツを軸とした人々が　

集まるまちづくり」を目指して、現在、「スポーツツーリズムの推進」と「生涯スポーツ・競技スポーツ

の振興とスポーツ環境の整備」の２つの施策に取り組んでいます。
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師
走
の
都
大
路「
全
国
高
校
駅
伝
」へ
の
出
場
を
目
指
し
、
県
内
各

校
の
チ
ー
ム
が
白
熱
し
た
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

声
援
と
会
場
周
辺
の
交
通
規
制
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
付
近
の
道
路
が
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
応
援
で

お
越
し
に
な
る
際
は
、
午
前
９
時
50
分
ま
で
に
プ
ー
ル
駐
車
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い

※
国
道
293
号
線
の
通
行
止
め
は
、
足
利
方
面
の
車
線
が「
石
塚
町
交

差
点
」か
ら「
駒
場
交
差
点
」ま
で
と
な
り
ま
す

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
陸
上
競
技
専
門
部
・

藤
田（
大
田
原
高
等
学
校
内
）☎
０
２
８
７

（２２）
２
０
４
２

染
宮（
小
山
西
高
等
学
校
内
）☎
０
２
８
５

（３７）
１
１
８
８

「観る」スポーツで楽しみませんか？

栃木県高等学校駅伝競走大会を開催します

▲

日時＝１１月３日（祝・金）　スタート：女子は午前１０時から・男子は正午から

▲

コース＝運動公園陸上競技場を発着・中継点とする赤見町・出流原町の周回コース

▲

通行止めの時間＝午前９時５０分～午後２時３０分　

　ただし、国道２９３号線（足利方面の通行止め）：正午～午後１時３５分（予定）

赤見運動公園

プ
ー
ル

運動公園南

出流原町←足利方面のみ通行止め

佐野市道
16号線

国道 293号

消防署
西分署

●

佐野松桜高● 佐野
日大高

●

赤見中●
N

通
行
止
め
区
間

出流原町

プール駐車場

石塚町駒場

あかみ幼稚園
●

「する」スポーツ・「観る」スポーツ・「支える」スポーツ
　「スポーツを楽しむ」と聞いて、どんなことを思い浮かべますか？

　スポーツには、自ら行う「する」スポーツ、トップレベルの試合を観戦する「観る」スポーツ、

スポーツ大会やイベントの運営を支援する「支える」スポーツの３つの形があります。

　市民が自分に合った形でスポーツを楽しめるように、市では環境の整備を進めていきます。

「支える」スポーツで楽しみませんか？

さのマラソン大会の「キロ表示」ボランティアを募集します

　フルマラソンコースで、参加ランナーに現地点のキロ表示を示す看板を持って、

エールを送っていただける方を募集します。

▲

日時＝１２月１０日（日）雨天決行　

　午前９時３０分に運動公園陸上競技場をスタート

▲

募集人数＝２人１組で先着４０組程度

　※未成年の方は、保護者の了解を得てください（中学生以下は必ず成年の方とご参加ください）

　詳細は、お申込みいただいたのち、説明会を実施し、ご説明します。

■

申込＝１０月２７日（金）までに、スポーツ立市推進課☎（２０）３０４９
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行政改革による財政効果をお知らせします  ■問合せ＝行政経営課☎（２０）３００５

　市では、「第３次佐野市行政改革大綱」に基づき、「効率的な行政経営の推進と質の高いサービスの提供」

「市民との協働によるまちづくりの推進」「持続可能な財政運営の推進」「職員の育成と適正な人事管理」

を基本方針とする行政改革に取り組んでいます。

　平成２８年度の行政改革による財政効果額について、まとまりましたのでお知らせします。

平成２８年度 財政効果額　６億５, ４０９万９千円

主な内訳は次のとおりです。（財政効果 ＝ 歳出削減＋歳入確保）

「田中正造の日 環境フェスタ」を開催します

　　　　　　　　　　　　　　

■

問合せ＝環境政策課　☎（２０）３０１３

　１０月１２日は、市内の惣宗寺（佐野厄除け大師）において正造翁の本葬

が行われ、当時３万人の方が集まったと言われています。市では「環境問題

の先駆者」であり郷土の偉人である正造翁の偉業をたたえるため、この日を

「田中正造の日」と定めました。

　正造翁の偉業をたたえるとともに多くの市民の皆さんに公害のない緑豊か

な自然環境の大切さを実感してもらうため、環境イベントを開催します。

▲
日時＝１０月１４日（土）午後０時３０分開場、１時開演

▲

会場＝佐野市中央公民館

▲

内容＝・オカリナ演奏

　　　　・環境美化活動功労団体等感謝状贈呈

　　　　・田中正造記念賞表彰（環境対策に取り組む優れた団体の全国表彰）

　　　　・田中正造記念賞受賞者による活動発表

　　　　・講演

　　　　　山岸尚之さん（公益財団法人世界自然保護基金ジャパン（ＷＷＦジャパン）

　　　　　自然保護室次長兼気候変動・エネルギーグループ長）

　　　　　「自然エネルギー100％という未来の選択～パリ協定以降の脱炭素社会への流れ～」

　※事前申込不要、場合により内容は一部変更になることがあります

歳 出 削 減

２億９, ６５０万５千円

人 件 費 ・職員数の減（２人）

物 件 費

・指定管理者制度による効果
・スクールバス運行事業の全面委託
・農業集落排水の統合
・公共工事のコスト縮減
・道路舗装などの共同工事による経費削減
・節電対策の推進

歳 入 確 保

３億５, ７５９万４千円

市 税 収 納 対 策 ・市税の収納対策による歳入確保

公 有 財 産 売 払 ・市有財産の有効活用

イメージキャラクター

「しょうぞう（ＳＨＯＺＯ）くん」

山岸尚之さん

表彰の種類 団体名

佐野市長賞 特定非営利活動法人　自然回復を試みる会・ビオトープ孟子（和歌山県海南市）

奨励賞 特定非営利活動法人　こが里山を守る会（茨城県古河市）
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全国一斉　Ｊアラートを用いた情報伝達テストを実施します

　　　　　　　　　　　　　　　　　

■

問合せ＝危機管理課☎（２０）３０５６

　

地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を用い

た情報伝達テストを行います。

※当日は、国内全域でさまざまな手段を用いて情報伝達訓練が行われます

▲

日時＝１１月１日（水）午前１０時ごろ

　市内の２４８か所に設置してある防災行政無線から、一斉に次のような放送が流れます。

【放送内容】

　上りチャイム音

　「これは、テストです。」×３

　「こちらは、ぼうさいさのです。」

　下りチャイム音

●Ｊアラートとは？

　地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国か

ら人工衛星などを通じて瞬時に伝えるシステムの

こと

こどもクラブ名 学校区名 開設場所 対象学年

佐野 佐野小 佐野小学校内 全学年

中央
天明小

金屋仲町２４２８－２
全学年

天明 天明小学校内

第１植野

植野小

南児童館内

全学年第２植野 植下町４６４－１１

第３・第４植野 植野小学校敷地内

第１・第２界
界小

界小学校敷地内
全学年

第３界 界地区公民館内

犬伏
犬伏小

東児童館内
全学年

第２犬伏 (新設 ) 犬伏小学校内

犬伏東 犬伏東小 伊勢山町１４２６－７ １～３年生

第１・第２城北
城北小

堀米町１１７８－１
全学年

第３・第４城北 城北小学校敷地内

旗川 旗川小 旗川小学校敷地内 全学年

吾妻 吾妻小 旧吾妻中学校内 全学年

赤見
赤見小

赤見地区公民館内
全学年

第２赤見 赤見小学校内

石塚
石塚小

西児童館内
全学年

第２石塚 石塚小学校内

田沼
田沼小

田沼児童館内
全学年

第２・第３田沼 田沼小学校敷地内

吉水
吉水小

吉水小学校敷地内
全学年

第２吉水 (新設 ) 吉水小学校内

多田 多田小 多田小学校内 全学年

三好 三好小 三好小学校内 全学年

山形 山形小 山園コミュニティセンター内 全学年

葛生 葛生小 葛生小学校内 全学年

葛生南 葛生南小 中町１１１０－１ 全学年

常盤 常盤小 常盤小学校内 全学年

　来年度、入所を希望する方の入所申し込み

を受け付けます。

▲

対象

保護者がお勤めなどで、昼間、

家庭にいない小学校に就学して

いる児童

※入所できるクラブは、通学区

　内のクラブです

▲

保育時間

下校時間～午後６時（午後６時

までにお迎えのできる方）

※学校休業日は午前８時～午後

　６時（保育時間内に送迎がで

　きる方）

▲

申込

１１月１３日（月）～３０日（木）

（土・日曜日、祝日を除く）の期間

こども課（２階）、田沼・葛生の

行政センター、各こどもクラブ

で配布する入所申込書を記入の

うえ、家族全員の就労証明書な

ど必要書類を添付して、直接、お

申し込みください

①新規の方…こども課へ　

②現在入所されている方…

　各こどもクラブへ

※１１月２５日（土）は午前９時～午後１時

　まで、こども課で受け付けします

※受入学年はこどもクラブにより異なります

　が、申込者多数の場合は、学年や就労状況

　などにより入所を決定します

※申込書などの書類は、１１月１日（水）から

　配布します

平成３０年度こどもクラブ入所のご案内 ■問合せ＝こども課☎（２０）３０２３
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（１）採用試験の実施状況（平成２８年度実施）

試験区分 受験者（人） 採用者（人） 最終倍率（倍）

一般事務 １２２ １０ １２．２

一般事務
（ｽﾎﾟｰﾂ採用） ２５ ８ ３．１

一般事務
（障がい者採用） ２ ２ １．０

保 育 士
（新規採用） ２０ ５ ４．０

保 健 師 ３ ２ １．５

土　　木 ５ ２ ２．５

建　　築 １ ０ －

消 防 士 １６ ３ ５．３

保 育 士
（経験者） ２０ ６ ３．３

計 ２１４ ３８ ５．６

（２）採用の状況

区 分 採用者（人）

競 争 試 験 ３８

再 任 用 １５

そ の 他 ３

計 ５６

※「その他」は、佐野市の教育委員会に配置
　  された教職員や診療所の医師です

(平成２８年４月２日～
平成２９年４月１日 )（３）退職の状況（平成２８年度実績）

区 分 退職者（人）

定 年 退 職 ３８

早 期 退 職 ７

普 通 退 職 ８

再 任 用 満 了 ３

そ の 他 ３

計 ５９

※「その他」は、佐野市の教育委員会
　 に配置された教職員や診療所の医  
　 師です

１　職員の任免について

（２）一般行政職の級別職員数の状況（平成２８年４月１日現在）

区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 8級 計

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主　任
主　事
技　師

主　査 主　査 副主幹 主　幹 参　事
副参事 参　与

職員数（人） ４７ ８３ １１４ １２１ ５７ ８７ ５６ １４ ５７９

構成比（％） ８. １ １４．３ １９．７ ２０．９ ９．９ １５. ０ ９．７ ２. ４ １００

（給与実態調査より）※一般行政職とは、各種窓口業務や政策・行政経営などの内部事務に従事する職員や、
　土木・建築などの設計・監理業務に従事する職員をいいます

（１）職員数の推移（各年４月１日現在）

区 分 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

職員数（人） ９３４ １, ０６８ １, ０５４ １, ０５６ １, ０５３

前年差（人） 　▲１３ １３４ 　▲１４ 　　２ 　　▲３

（定員管理調査より）

２　職員数について

※平成２６年度は消防職員１５４名受入により、前年度比１３４人増となっております

※受験者２１４人のうち９３人、採用者３８人のうち１６人が女性です

（１）人件費の状況（平成２８年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成２９年３月３１日現在）

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）

１２０，０１８人  ４５４億６, ９７３万円 ２４億３, ５４５万円 ９２億１, ７６８万円 ２０. ３％

（地方財政状況調査より）※人件費には、三役、市議会議員、各種委員などの特別職に支給される給料、報酬などを含みます

（２）職員給与費の状況（平成２８年度普通会計決算）

職員数（A）
給　　　　与　　　　費 一人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

９４９人 ３５億７, ４２３万円 ７億１, ４９７万円 １３億８, ２５１万円 ５６億７, １７１万円 ５９８万円

（地方財政状況調査より）※職員手当には、退職手当は含みません

３　職員の給与について

人事行政の運営などの 
                 　状況について佐野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の
規定に基づき、職員給与などの状況を公表します。

お知らせします
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（７）退職手当の状況（平成２９年４月１日現在）

区　分
支　　　　給　　　　率

※手当の支給率

　は、国と同じ

　です

勤続２０年 勤続２５年 勤続３５年 最高限度額

自 己 都 合 ２０．４４５月分 ２９．１４５月分 ４１．３２５月分 ４９．５９月分

定年・応募認定 ２５．５５６２５月分 ３４．５８２５月分 ４９．５９月分 ４９．５９月分

（８）特別職の報酬などの状況（平成２９年４月１日現在：条例上）

区　分 市 長 副 市 長 議 長 副 議 長 議 員

報酬等月額 １，０１５，０００円 ７８５，０００円 ５３５，０００円 ４６５，０００円 ４２０，０００円

期 末 手 当 ３．２５月分（６月期　１．５０月分、１２月期　１．７５月分）

※期末手当には、４５％の加算措置があります　

（１）職員の健康管理
　　職員の定期健康診断、生活習慣病健診などを実施
　するとともに健康管理を効果的に行うため、産業医
　による健康相談を実施しています。

（３）職員の厚生制度
　　職員の厚生制度の実施については、条例に基づき
　佐野市職員厚生会を組織して行っています。

（２）公務災害（平成２８年度実績）

区　　分 公務中の災害 通勤中の災害

件　　数 ５ ０

７　職員の福祉について

（４）ラスパイレス指数（一般行政職）の状況
（平成２８年４月１日現在）

佐野市 県内における順位

９６．８ １４位／１４市中

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を
１００とした場合の当該団体の給与水準を表します

（３）職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与月額の状況
（平成２９年４月１日現在）

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 ４４. ０歳 ３２７, ０００円 ４１１, ５００円

技能労務職 ４９. ９歳 ３１７, １００円 ３５０, ５００円

（給与実態調査より）※平均給料月額とは、基本給の平均です
※平均給与月額とは、給料および職員手当（期末・勤勉手当、
　退職手当を除く）の合計額です

（５）職員の初任給の状況（平成２９年４月１日現在）

区 分 佐野市 国

一般
行政職

大学卒 １７８, ２００円 １７８, ２００円

高校卒 １４６, １００円 １４６, １００円

（給与実態調査より）

（６）期末手当、勤勉手当の状況（平成２８年度実績）

区　分 ６月期 １２月期 合計 ※手当の支給

　率は、国と

　同じです

期末手当 １．２２５月分 １．３７５月分 ２．６０月分

勤勉手当 ０. ８０月分 ０．９０月分 １．７０月分

※職制上の段階により、１５％を限度とした加算措置があります

区　　　　分 講座数 受講者数（人）

市 単 独 研 修 ２１ １, ００７

安 足 地 区 職 員 研 修 協 議 会 研 修   ５ １２３

栃 木 県 市 町 村 振 興 協 会 研 修 ２０ ４８

市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）研修 １１ １１

両 毛 地 区 市 長 会 職 員 研 修   １ ４

自 治 大 学 校 研 修 　１ １

６　職員の研修について（平成２８年度実績）５　職員の休業について
主な休業名 備　　　　考

育児休業

・３歳に達していない子を養育する場合

・期間は子が３歳になるまで（期間中

　無給）

　（平成２８年度取得者数　１４人）

（２）休暇の状況（平成２９年４月１日現在）

主な休暇名 備　　　　考

年次休暇
・１年ごとに付与される休暇です
・１年度につき２０日間 
　（平成２８年度平均取得日数　１０．７日）

特別休暇

・出産、結婚、ボランティア、夏季休暇など
　特別の事由により職員が勤務しないことが
　相当である場合として条例で定める休暇です
・条例で定められた日数、または期間

４　職員の勤務時間、休日および休暇について
（１）勤務時間・休日の状況（平成２９年４月１日現在）

勤務時間 午前８時３０分から午後５時１５分

休 日

祝　　日

年末年始

週 休 日 土曜日および日曜日

※職種や職場により、上記と異なる場合があります

国民の祝日に関する
法律に規定する休日( )
１２月２９日から
翌年の１月３日まで( )

■人事課　☎（２０）３０５７
＜詳しくは、佐野市のホームページをご覧ください＞
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健
康
福
祉

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知

ら
せ　

■
健
康
増
進
課
☎

（２４）
５
７
７
０

●
脱
！
運
動
不
足
教
室

　

ヨ
ガ
や
脂
肪
燃
焼
効
果
の
あ
る

運
動
ま
で
を
学
べ
る
教
室
で
す
。

▼
日
程
＝
①
10
月
25
日

（水）
・
31
日

（火）
、
11
月
７
日

（火）
・
14
日

（火）

②
11
月
21
日

（火）
・
28
日

（火）
、
12
月

５
日

（火）
・
12
日

（火）

▼
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

▼
会
場
＝
佐
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
医
師
か
ら
運
動
を
制
限

さ
れ
て
い
な
い
40
歳
～
74
歳
の
方

▼
定
員
＝
各
先
着
20
人（
無
料
）

▼
申
込
＝
健
康
増
進
課
へ

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
研
修
会

　

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
と
は
、

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵
本
を
介

し
て
心
が
ふ
れ
あ
う
時
間
を
持
つ

き
っ
か
け
を
作
る
活
動
で
す
。　

　

赤
ち
ゃ
ん
や
絵
本
に
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
9
か
月
児
健
診
の
際
、
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す▼
日
時
＝
11
月
16
日

（木）
午
後
１
時

30
分
～
４
時　

健
康
福
祉

▼
会
場
＝
佐
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
・
内
容
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
地
域
支
援
担
当
職
員

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
～
活
動
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
～
」

▼
申
込
期
限
＝
11
月
２
日

（木）

●
糖
尿
病
予
防
教
室

　

食
事
や
生
活
習
慣
な
ど
、
糖
尿

病
を
予
防
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
26
日

（木）
、
11
月
６

日
（月）
・
30
日

（木）（
全
３
回
）午
前
９

時
30
分
～
▼
会
場
＝
佐
野
市
保
健

セ
ン
タ
ー
▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
200
円
（
調
理
実
習
代
）

▼
申
込
＝
健
康
増
進
課
へ

●
乳
幼
児
健
康
診
査

　

11
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
日

程
の
都
合
が
悪
い
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ

う　

需
要
が
多
い
救
急
医
療
機
関

の
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、
日
頃

か
ら
か
か
り
つ
け
医
で
早
め
の
受

診
を
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら

　

保
険
証
や
お
薬
手
帳
を
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
時
間
＝
休
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１

時
30
分
は
除
く
）、
夜
間
午
後
７

時
30
分
～
10
時
30
分

●
休
日
歯
科
診
療
所

☎
（２４）
７
５
７
５　

▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

（
日
曜
・
祝
日
の
み
）

糖
尿
病
重
症
化
予
防
講
演
・

個
別
無
料
相
談
会

　

講
演
の
後
、
医
師
に
よ
る
個
別

無
料
相
談
会
も
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
22
日

（日）
午
後
２
時

～
４
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

▼
費
用
＝
無
料
（
事
前
予
約
不
要
）

■
問
合
せ
＝
佐
野
市
医
師
会

☎
（２２）
０
３
２
４

●
講
演
会

▼
講
師
＝
麻
生
好
正
医
師
（
獨
協

医
科
大
学
内
科
学
（
内
分
泌
代
謝
）

教
授
）
▼
定
員
＝
300
人

●
個
別
無
料
相
談
会

▼
相
談
医
＝
斉
藤
正
弘
医
師
（
斉

藤
内
科
医
院
）、
熊
井
園
子
医
師

（
く
ま
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、
志
賀
敏

郎
医
師（
志
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、
綿

引
三
重
子
医
師（
綿
引
ク
リ
ニ
ッ

ク
）

介護予防教室の参加者を募集します！
　いきいきと過ごすためにみんなで楽しく教室に参加し、元気になるコツを学びませんか？

▲

対象＝市内にお住まいのおおむね６５歳以上の方

教室名 日程など 会場 講師 費用

① 脳いきいきアート教室
１１月１５日（水）から全３回
午後１時３０分～３時

ふれあい館梅の里 小橋操さん
１，０００円

（３回分画材代）

②
認知症予防教室

「物忘れ知らず教室」
１１月１０日（金）から全４回
午後１時～２時３０分

いきいき元気館
たぬま

ＮＰＯ法人
風の詩

無料

※①「脳いきいきアート教室」は、冬にも別の会場で教室を開催する予定です

■

申込＝いきいき高齢課☎（２０）３０２１

佐
野
市
民
病
院 

市
民
講
座

特
別
講
演
会

　

世
界
初
の
成
人
間
生
体
肝
移
植

に
成
功
し
た
肝
臓
外
科
の
権
威
で

あ
る
幕
内
雅
敏
医
師
を
お
迎
え
し

開
催
し
ま
す
。
※
受
講
無
料

▼
日
時
＝
10
月
29
日

（日）
午
後
１
時

～
４
時
30
分　

▼
会
場
＝
葛
生
あ

く
と
プ
ラ
ザ　

▼
定
員
＝
500
人

▼
講
師
＝
幕
内
雅
敏
医
師
（
東
京

大
学
名
誉
教
授
、
日
本
赤
十
字
社

医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長
）、
橋

本
大
定
医
師
（
当
院
院
長
）、
大

川
智
彦
医
師
（
当
院
予
防
医
療
セ

ン
タ
ー
長
）、
今
井
康
久
医
師
（
当

院
眼
科
統
括
医
）　

■
申
込
＝
地

域
医
療
連
携
室
☎

（６２）
９
０
２
４

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て

学
習
会
と
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
14
日
、
12
月
12
日
、

１
月
９
日
、
２
月
13
日
（
全
火
曜

日
）
午
後
2
時
～
4
時

▼
会
場
＝
安
足
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー　

▼
費
用
＝
無
料

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い　

■
申
込
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
４

（４１）
５
８
９
５
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

指
定
管
理
者
・

（株）
ハ
ル
プ
・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ（
堀
米
町
）、
建

築
住
宅
課（
５
階
）、
田
沼
・
葛
生

行
政
セ
ン
タ
ー
で
10
月
２
日

（月）
か

ら
配
布
す
る「
募
集
の
ご
案
内
」を

必
ず
ご
確
認
の
う
え
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
＝
10
月
２
日

（月）
～
３
月
30

日
（金）
ま
で
に
、

（株）
ハ
ル
プ
・
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
へ

■
問
合
せ
＝
指
定
管
理
者

（株）
ハ
ル

プ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

☎
（２１）
６
０
０
６

●
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
西
原
住

宅
）

▼
住
宅
名
・
間
取
り
＝
西
原
住
宅

（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）▼
対
象
＝
所
得
が
月

額
15
万
８
千
円
～
48
万
７
千
円
の

方
▼
家
賃
＝
月
額
６
万
２
千
円

（
駐
車
場
代
は
含
み
ま
せ
ん
）

●
車
い
す
対
応
住
宅

▼
住
宅
名
・
間
取
り
＝
米
山
住
宅

（
２
Ｄ
Ｋ
）、
米
山
南
住
宅
（
２
Ｄ

Ｋ
）
▼
対
象
＝
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
、
常
時
車
い
す
を

使
用
す
る
方
の
い
る
世
帯
（
単
身

申
し
込
み
可
）

▼
家
賃
＝
入
居
さ
れ
る
世
帯
の
収

入
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す

お
も
て
な
し
い
ち
ご
隊

参
加
者
募
集

　

栃
木
県
を
訪
れ
る
観
光
客
へ
の

お
も
て
な
し
に
取
り
組
む
個
人
・

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
栃
木
県
に
在
住
・
通
勤

通
学
し
て
い
る
方
、
栃
木
県
内
に

所
在
す
る
企
業
・
団
体
・
任
意
の

グ
ル
ー
プ

▼
申
込
＝
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
お

も
て
な
し
い
ち
ご
隊
運
営
事
務
局

（
栃
木
県
観
光
物
産
会
館
内
）へ

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
観
光
交
流
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
１
０

労
働
講
座
受
講
者
の
募
集

　

誰
も
が
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く

り
の
手
が
か
り
や
企
業
事
例
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
11
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
４
時

▼
会
場
＝
栃
木
県
庁
足
利
庁
舎
４

階
会
議
室

▼
定
員
＝
80
人（
無
料
）

■
申
込
＝
栃
木
県
足
利
労
政
事
務

所
☎
０
２
８
４

（４１）
１
２
４
１

　  高齢者のインフルエンザ予防接種費用を
　　　   一部公費負担します

▲

対象＝市内にお住まいの方で、

　①満６５歳以上の方

　②満６０歳から６４歳の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能ま

　たは、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に身体障害１

　級相当の障がいのある方（医療機関に身体障害者手帳または

　医師の診断書の提示が必要です）

▲

自己負担額＝１，０００円　※生活保護受給者は無料

▲

接種期間＝１０月１日～平成３０年２月２８日

　（なるべく１２月中旬頃までに受けましょう）　

▲

接種回数＝期間内に１回限り

▲

接種医療機関＝

　市内の協力医療機関（予約時に直接ご確認ください）

※協力医療機関以外で接種する場合は事前にお問い合わせくだ

　さい

■

問合せ＝健康増進課☎（２４）５７７０

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術

専
門
校
１
月
開
校
の
訓
練

生
募
集

▼
訓
練
科
・
定
員
＝
機
械
加
工
科
・

５
人
、
板
金
溶
接
科
・
５
人

※
見
学
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す

▼
訓
練
期
間
＝
平
成
30
年
１
月
５

日
（金）
～
６
月
22
日

（金）
（
６
か
月
間
）

▼
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
・

保
険
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
申
込
＝
11
月
１
日

（水）
～
12
月
８

日
（金）
ま
で
に
同
校
へ
（
選
考
日
は

12
月
19
日

（火）
）

※
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
同
校

☎
０
２
８
４

（９１）
０
８
０
３

募

集



KOUHOU SANO
H29.10

12

年に１度は検診＆健診で健康チェック！　

■

問合せ＝健康増進課☎（２４）５７７０　

がんも生活習慣病も、定期的に健診を受けていれば、早い段階で見つけることができます。

また、健診で異常がなくても、毎年の健診結果を積み重ねていくことで、症状には表れ

ない体調の変化に気づきやすくなります。

この機会に、自分の健康状態をチェックしましょう！

健診スタートブックは届いていますか？

　特定健診・がん検診などの受診券を１冊にまとめたものです。

　５月下旬にご家族分をまとめて世帯主の方あてに発送しました。紛失され

た場合は再発行できますので、ご連絡ください。

●特定健診

　身体測定、血液検査（コレステロールや血糖など）、心電図検査などを実

施し、主に生活習慣病の危険度を判定します。

【実施期間】平成３０年１月３１日まで

　　　　　（終了間近は混み合いますので、早めの受診をお勧めします。）

特定健診で生活習慣病の危険度が高いと判定された方（健診結果の保健指導レベルが「動機付け支援」

もしくは「積極的支援」と記載のある方）は、保健師や管理栄養士による生活改善に関するサポートを無料

で受けることができます。予約制になりますので、ご希望の方はご連絡ください。

●がん検診

　各種がんの早期発見のための検査を行います。

●歯周疾患検診

　歯周病になっていないか、歯や歯肉、口腔清掃状況などを検査します。対象年齢は、以下の方です。

※対象年齢の方は、歯周疾患検診を８００円で受けることができます。

　詳しくは、健診スタートブック２ページの受診券をご確認ください

【実施期間】がん検診・歯周疾患検診ともに、平成３０年２月２８日まで

歯周疾患検診受診券助成対象者（生年月日）

４０歳 昭和５１年４月２日～５２年４月１日

５０歳 昭和４１年４月２日～４２年４月１日

６０歳 昭和３１年４月２日～３２年４月１日

７０歳 昭和２１年４月２日～２２年４月１日

子宮頸がん・乳がん検診の無料クーポン券を配布しています

　子宮頸がんは２０歳代、乳がんは４０歳代～５０歳代で急激に増えますが、どちらも初期症状はほ

とんどなく、進行してからの治療は身体的だけでなく精神的にも大きな負担となります。そのため、

検診での早期発見が重要です。

　４月１日時点での年齢が２０歳の方には子宮頸がん検診無料クーポン券を、４０歳の方には乳がん

検診無料クーポン券を配布しています。詳しくは、健診スタートブック４ページをご確認ください。

今年はオレンジ色です！
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第
22
回
葛
生
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
「
壱
番
館
で
、
え
～
っ
級

ぐ
る
め
２
０
１
７
」

　

絶
品
グ
ル
メ
が
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
佐
野
市
あ
そ
商
工
会

青
年
部
に
よ
る
職
業
体
験
「
あ
そ

キ
ッ
ズ
」
も
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
吉
澤
記
念
美
術
館
の
入
館
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
15
日

（日）
午
前
９
時

～
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
・
荒
天

中
止
）

▼
会
場
＝
葛
の
里
壱
番
館
周
辺

■
問
合
せ
＝
ま
ち
づ
く
り
葛
生
㈱

☎
（８５）
７
５
５
０

秋
の
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

参
加
費
１
５
０
０
円
が
必
要
で

す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
・
お

勤
め
の
方　

※
葛
生
支
部
大
会
は

本
市
出
身
者
も
可

●
佐
野
支
部
大
会

▼
期
日
＝
11
月
５
日

（日）　

▼
会
場
＝
唐
沢
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
唐

沢
コ
ー
ス　

▼
定
員
＝
先
着
160
人

▼
費
用
＝
７
千
円
セ
ル
フ

（
昼
食
代
、税
抜
き
）

■
申
込
＝
10
月
５
日

（木）
以
降
、
同

倶
楽
部
☎

（２４）
２
５
２
５

●
葛
生
支
部
大
会

▼
期
日
＝
10
月
26
日

（木）　

▼
会
場
＝
唐
沢
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
三

好
コ
ー
ス　

▼
定
員
＝
先
着
30
組

▼
費
用
＝
７
８
０
０
円
セ
ル
フ

（
昼
食
代
、税
込
）

■
申
込
＝
10
月
２
日

（月）
以
降
、
同

倶
楽
部
☎

（６２）
４
１
１
１

蓬
山
秋
ま
つ
り　

▼
日
時
＝
10
月
29
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
３
時

▼
会
場
＝
蓬
山
ロ
グ
ビ
レ
ッ
ジ

▼
内
容
＝
ふ
る
ま
い
そ
ば
（
先
着

200
人
）、
ま
ん
じ
ゅ
う
無
料
配
布

（
先
着
100
個
）、
も
ち
つ
き
、
農
産

物
直
売
な
ど

■
問
合
せ
＝
蓬
山
ロ
グ
ビ
レ
ッ
ジ

管
理
棟
☎

（６７）
１
１
３
９

（
火
曜
日
定
休
）

葛
生
・
常
盤
・
氷
室
地
区

公
民
館
サ
ー
ク
ル
発
表
会

　

ス
テ
ー
ジ
や
展
示
の
発
表
、
体

験
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、
第
10
回
記
念

抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
28
日

（土）
午
前
９
時

～
午
後
０
時
30
分

▼
会
場
＝
葛
生
地
区
公
民
館

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（８６）
３
４
１
４

第
42
回
ま
ち
な
か
楽
市

▼
日
時
＝
10
月
15
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
佐
野
商

工
会
議
所
周
辺　

▼
内
容
＝
苗
木

無
料
配
布
（
先
着
200
本
）、物
産
展
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ベ
ー
ゴ
マ

大
会
、
そ
ば
打
ち
実
演
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、
抽
選
会
な
ど

※
苗
木
配
布
の
詳
細
は
18
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い　

■
問
合
せ
＝

同
会
議
所
☎

（２２）
５
５
１
１

　　  第１２回佐野市そばまつりを開催

　佐野市は、県内でも有数のそばの生産地です。

　会場内では、中山間地域のむらづくり団体が運営する農村レス

トランを中心に、自慢の手打ちそばを１食５００円で提供します。

地場産農産物や手作り加工食品などの販売もありますので、地域

の食文化の魅力をぜひお楽しみください。

▲

日時＝１０月７日（土）・８日（日）

　　　　午前１０時～午後３時（雨天決行・荒天中止）

▲

会場＝田沼グリーンスポーツセンター

▲

内容＝そばレストランの出店、農産物などの販売、

　　　　そば打ちの実演・体験など

　　　　（そば打ち体験は事前申込制）

■

問合せ＝

　佐野市むらづくり推進協議会事務局

　（農政課内）☎（２０）３０４３

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

▼
日
時
＝
10
月
21
日

（土）
午
前
10
時

～　

▼
会
場
＝
く
ず
う
保
育
園

▼
講
師
＝
木
村
理
絵
さ
ん

▼
対
象
＝
乳
幼
児
の
親
子

▼
定
員
＝
先
着
35
組（
要
予
約
）

▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
10
月
２
日

（月）
以
降
、

ぴ
よ
ぴ
よ
ル
ー
ム
（
た
ぬ
ま
保
育

園
内
）
☎

（６２）
７
０
４
１
、（
く
ず

う
保
育
園
内
）
☎

（８５）
３
４
５
６

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

天
明
鋳
物
の
ふ
る
さ
と
佐
野

市
民
大
茶
会

　

天
明
鋳
物
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る

佐
野
市
。
４
つ
の
茶
席
で
天
明
鋳

物
を
取
り
入
れ
ま
す
。
椅
子
席
も

あ
り
ま
す
の
で
、
普
段
着
で
お
気

軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
22
日

（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

※
受
付
は
３
時
ま
で（
雨
天
決
行
）

▼
会
場
＝
万
葉
の
里
・
城
山
記
念

館
お
よ
び
城
山
公
園
二
の
丸

▼
席
主
＝
拝
﨑
宗
幸
さ
ん
（
裏
千

家
）、
遠
藤
節
仙
さ
ん（
大
日
本
茶

道
学
会
）、
勅
使
川
原
宗
静
さ
ん

（
表
千
家
）、平
林
宗
栄
さ
ん（
裏
千

家
）

（
佐
野
市
茶
華
道
協
会
茶
道
部
）

▼
茶
券
＝
１
８
０
０
円（
３
席
分
）

当
日
可　

▼
主
催
＝
佐
野
市
民
大

茶
会
実
行
委
員
会

■
問
合
せ
＝
文
化
振
興
課

☎
（２０）
３
０
４
４

催

物

し
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30
分
開
場
・
５
時
開
演

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
料
金
＝（
税
込
）

全
席
指
定
一
般
６
５
０
０
円

※
当
日
購
入
の
場
合
は
７
千
円

▼
発
売
日
＝

（
電
話
予
約
）10
月
７
日

（土）

（
窓
口
販
売
）10
月
８
日

（日）

※
両
日
午
前
10
時
か
ら
・
電
話
予

約
は
座
席
指
定
不
可

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
７
２
１
１

き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス

フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ソ
ド
ー
島
の
た
か
ら
も
の

▼
日
程
＝
12
月
16
日

（土）

▼
開
演
＝
①
午
後
０
時
30
分

②
午
後
３
時　

※
開
場
は
開
演
の
30
分
前
、
公
演

は
約
1
時
間

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
料
金
＝（
税
込
）

全
席
指
定
一
般
２
５
０
０
円

※
②
は
ト
ー
マ
ス
シ
ー
ル
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
子
ど
も
限
定
）

▼
発
売
日
＝（
電
話
予
約
）

９
月
30
日

（土）
午
前
10
時
か
ら

※
窓
口
販
売
は
残
席
が
あ
る
場
合

の
み
、
10
月
１
日

（日）
午
前
10
時
か

ら
行
い
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
７
２
１
１

し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
参
加
店

を
巡
り
、
シ
ー
ル
を
集
め
て
応
募

す
る
と
、
抽
選
で
豪
華
賞
品
が
も

ら
え
ま
す
。

※
佐
野
市
は
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
の

ラ
ー
メ
ン
店
が
参
加

▼
実
施
期
間
＝
12
月
21
日

（木）
ま
で

▼
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
場
所
＝
両

毛
地
域
の
各
市
役
所
・
町
役
場
な

ど　

※
両
毛
広
域
都
市
圏
総
合
整

備
推
進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
問
合
せ
＝
政
策
調
整
課

☎
（２０）
３
０
０
０

中
島
美
嘉

M
IK

A
 N

A
K
A

S
H
IM

A
 FU

LL
 

C
O

U
R
S
E
 T

O
U

R
 2017

～Y
O

U
 W

O
N
'T

 LO
S
E

～

▼
日
時
＝
12
月
３
日

（日）
午
後
４
時

30
分
開
場
・
５
時
開
演

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
料
金
＝（
税
込
）

全
席
指
定
一
般
６
８
０
０
円

※
３
歳
以
上
有
料

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
７
２
１
１

南
こ
う
せ
つ
コ
ン
サ
ー
ト
ツ

ア
ー
２
０
１
８

～
お
も
か
げ
色
の
空
～

▼
日
時
＝
２
月
４
日

（日）
午
後
４
時

記
念
美
術
館
な
ど
▼
定
員
＝
先
着

45
人
▼
費
用
＝
１
５
０
０
円
（
バ

ス
代
、
昼
食
代
、
入
館
料
な
ど
）

●
歴
史
散
歩　

住
職
に
よ
る
惣
宗

寺
境
内
案
内
～
若
林
鋳
造
所
見
学

▼
日
時
＝
11
月
14
日

（火）
午
後
１
時

～
４
時　

▼
集
合
＝
佐
野
市
観
光

物
産
会
館
▼
見
学
内
容
＝
惣
宗
寺

（
佐
野
厄
除
け
大
師
）、
菊
展
覧
会
、

若
林
鋳
造
所
と
天
明
鋳
物
文
化
財

▼
定
員
＝
先
着
25
人

▼
費
用
＝
100
円（
保
険
代
な
ど
）

ジ
オ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

葛
生
化
石
館
周
辺
の
化
石
や
地

質
を
観
察
で
き
る
場
所
を
巡
り
ま

す
。
歩
き
や
す
い
恰
好
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
※
荒
天
中
止

▼
日
時
＝
10
月
29
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
２
時

▼
集
合
＝
葛
生
化
石
館
入
口
前

▼
対
象
＝
一
般
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼
費
用
＝
100
円（
保
険
代
な
ど
）

■
申
込
＝
10
月
７
日

（土）
以
降
、

同
館
☎

（８６）
３
３
３
２
（
月
曜
休
館
）

り
ょ
う
も
う
グ
ル
メ
シ
ー
ル

ラ
リ
ー

　

両
毛
地
域
の
６
市
５
町
で
開
催

佐
野
市
水
処
理
セ
ン
タ
ー

（
植
下
町
）施
設
公
開

　

水
環
境
を
守
る
大
切
さ
や
下
水

道
の
役
割
に
つ
い
て
、
楽
し
く
学

べ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時
＝
10
月
７
日

（土）
午
前
９
時

30
分
～
正
午

▼
内
容
＝
水
処

理
施
設
・
地
下

施
設
の
探
検
ツ

ア
ー
、
水
質
実
験

体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど

■
問
合
せ
＝
下
水
道
課

☎
（２３）
１
１
２
０

「
佐
野
学
」
見
学
ツ
ア
ー

　

「
佐
野
学
」
市
民
講
座
の
関
連

施
設
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

▼
申
込
＝
10
月
20
日

（金）
ま
で
に
、

佐
野
日
本
大
学
短
期
大
学

☎
（２１）
１
２
０
０

（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
4
時
）

■
問
合
せ
＝
政
策
調
整
課

☎
（２０）
３
０
０
０

●
吉
澤
石
灰
工
業
見
学
と
葛
生
訪

問
▼
日
時
＝
10
月
31
日

（火）
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分
▼
集
合
＝
佐

野
日
本
大
学
短
期
大
学
▼
見
学
内

容
＝
吉
澤
石
灰
工
業
の
採
掘
現
場

や
焼
成
設
備
、
旧
吉
澤
邸
、
吉
澤
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

吉
澤
記
念
美
術
館
「
の
ぞ
い

て
ご
ら
ん
！
紙
の
上
の
小
さ

な
世
界
」
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
当
日
の

観
覧
券
が
必
要
で
す
。

※
大
学
生
以
下
の
方
は
観
覧
無
料

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（８６）
２
０
０
８

（
月
曜
休
館
）

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
見
学
会
と
記
念
撮

影
会

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装
で
美
術
館

に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。
学
芸
員

の
解
説
後
に
、
妖
精
の
絵
の
パ
ネ

ル
と
一
緒
に
撮
影
が
で
き
ま
す
。

※
作
品
に
危
険
が
及
ぶ
物
は
、
お

預
か
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
日
時
＝
10
月
28
日

（土）
午
後
２
時

～
（
解
説
は
30
分
程
度
）

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
版
画

挿
絵
の
魅
力
を
よ
り
深
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
３
日
（
金
・
祝
）

午
後
２
時
～
▼
講
師
＝
石
田
友
里

さ
ん（
栃
木
県
立
美
術
館
研
究
員
）

飛
駒
和
紙
芸
術
祭

　

地
域
資
源
の
魅
力
を
発
信
す
る

事
業
の
集
大
成
と
し
て
、
参
加
者

が
制
作
し
た
飛
駒
和
紙
の
作
品
展

を
行
い
ま
す
。　

※
切
り
絵
体
験

な
ど
、
和
紙
を
体
感
で
き
る
ブ
ー

ス
あ
り（
申
込
不
要
）

▼
日
時
＝
10
月
21
日

（土）
午
前
10
時

～
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
イ
オ
ン

ホ
ー
ル
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐
野
新

都
市
１
階
）　

■
問
合
せ
＝
さ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
伊
藤

☎
０
９
０（
８
０
４
６
）３
１
３
７

和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
彩
ツ
ア
ー

「
新
世
界
」
～
親
子
で
楽
し

も
う
！
和
太
鼓
の
世
界
～

　

参
加
は
無
料
で
す
。
※
同
日
の

公
演
を
観
覧
さ
れ
る
方
は
チ
ケ
ッ

ト
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
（
税

込
３
千
円
、
当
日
500
円
増
し
）

▼
日
時
＝
11
月
11
日

（土）
午
後
０
時

30
分
～（
約
50
分
間
）
▼
会
場
＝

葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ　

▼
定
員
＝

先
着
40
人　

■
申
込
＝
同
プ
ラ
ザ

☎
（８６）
４
７
１
５

10
月
は
全
国
不
正
軽
油
撲
滅

強
化
月
間
で
す

　

不
正
軽
油
と
は
、
脱
税
を
目
的

に
、
軽
油
代
替
燃
料
と
し
て
灯
油

や
重
油
を
混
和
す
る
な
ど
し
て
使

用
す
る
も
の
で
す
。
不
正
軽
油
に

関
わ
っ
た
者
は
罰
則
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
は
、

左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
税
事
務
所　

☎
０
２
８
２

（２３）
３
８
６
２

平
成
30
年
佐
野
市
成
人
式

　

平
成
30
年
１
月
７
日

（日）
に
開
催

さ
れ
る
成
人
式
の
対
象
の
方
に

は
、
12
月
上
旬
頃
に
ご
案
内
の
ハ

ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
送
付
対
象
＝
平
成
９
年
４
月
２

日
～
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

で
、
10
月
１
日
の
時
点
で
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
方

※
住
民
登
録
が
な
い
方
で
ご
出
席

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
11
月
30

日
（木）
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
１
０
９

　　　  不動産公売に参加しませんか？

　一般の方も参加できる入札により不動産を公売します。
▲

日時＝１１月９日（木）午後１時５０分～

　（受付は午後１時１５分～、入札説明は午後１時３０分～）

▲

会場＝市役所会議室２０１（２階）

▲

公売対象不動産（登記簿による表示）＝

　【土地】佐野市栃本町２０８８番１

　地積：１６０．３９㎡ ( 宅地 )

　見積価格：１，２５０，０００円

　公売保証金：  １５０，０００円

※中止・追加になる場合や注意事項がありますので、

　詳しくは市ホームページをご覧ください

■問合せ＝収納課☎（２０）３０１０

文
化
会
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
工
事
を
行
い
ま
す

▼
期
間
＝
11
月
末
～
平
成
30
年
２

月
末
ま
で

※
工
事
期
間
中
は
、
小
ホ
ー
ル
・

会
議
室
・
展
示
室
の
利
用
が
制
限

さ
れ
ま
す
。
こ
の
期
間
に
利
用
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
７
２
１
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
刃
物
と
ぎ

▼
日
時
＝
10
月
11
日

（水）
午
前
９
時

～
午
後
４
時　

▼
会
場
＝
大
橋
シ

ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

※
料
金
な
ど
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
田
沼
・
葛
生
の
連

絡
所
で
も
随
時
開
催
中
で
す

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
（２３）
７
７
６
５

お
知
ら
せ

京
都
大
原
三
千
院
門
主
に

よ
る
講
演
会

　

「
安
心
し
て
生
き
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
三
千
院
門
跡
門
主
で
あ
る

堀
澤
祖
門
さ
ん
に
講
演
い
た
だ
き

ま
す
。
※
無
料

▼
日
時
＝
10
月
21
日

（土）
午
後
３
時

30
分
～
５
時　

▼
会
場
＝
佐
野
市

中
央
公
民
館　

■
問
合
せ
＝
佐
野

市
観
光
協
会
☎

（２１）
５
１
１
１



KOUHOU SANO
H29.10

16

回
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。
登
録（
生

涯
１
回
）の
際
に「
鑑
札
」
が
、
注

射
（
年
１
回
）の
際
に「
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

登
録
し
た
犬
の
所
在
変
更
、
所
有

者
の
変
更
、
死
亡
な
ど
あ
っ
た
場

合
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
飼
い
主
の
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

　

犬
に
は
鑑
札
、
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

　

連
絡
先
を
書
い
た
名
札
も
、
い

な
く
な
っ
た
場
合
に
飼
い
主
を
探

す
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

●
不
妊
・
去
勢
手
術
に
努
め
ま

し
ょ
う

　

繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
不
幸

な
命
を
つ
く
ら
な
い
た
め
、不
妊
・

去
勢
手
術
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
環
境
政
策
課

☎
（２０）
３
０
１
３

多
重
債
務
専
門
相
談

　

専
門
の
相
談
員
が
電
話
や
面
談

で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
無
料

▼
受
付
時
間
＝
平
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時

■
問
合
せ
＝
財
務
省
関
東
財
務
局

宇
都
宮
財
務
事
務
所

☎
０
２
８（
６
３
３
）６
２
９
４

ペ
ッ
ト
と
楽
し
く
暮
ら
す
た

め
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り

ま
し
ょ
う

　

自
分
の
ペ
ッ
ト
が
周
り
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
、
し
つ
け
や
飼

育
環
境
を
整
え
る
な
ど
、
飼
い
主

と
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
ふ
ん
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う

　

犬
の
散
歩
中
は
ふ
ん
の
片
付
け

用
具
を
携
帯
し
、
ふ
ん
を
し
た
ら

必
ず
家
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

猫
は
専
用
の
ト
イ
レ
を
用
意

し
、こ
ま
め
に
清
掃
し
て
、他
人
の

土
地
で
ふ
ん
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

犬
は
つ
な
い
で
飼
う
か
、
室
内

や
檻
で
飼
う
場
合
は
逃
げ
出
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
散
歩
中

も
、
常
に
リ
ー
ド（
引
き
綱
）
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

猫
は
で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。
ね
こ
タ
ワ
ー
や
タ
ン

ス
な
ど
で
上
下
運
動
が
で
き
れ
ば

心
身
と
も
に
健
康
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
必
ず
し
ま
し
ょ
う

　

犬
は
必
ず「
登
録
」を
し
ま
し
ょ

う
。
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１

～ワールドスポーツをＳＡＮＯで！（その４）～
老若男女問わず楽しめる大人のクリケット！

　職場内でのスポーツは、自然に社員同士の距離が縮まり、業務上のチームワー

クの向上が図られるなど、その重要性が見直されています。そこでおすすめし

たいのが、クリケットです。６人で１試合１時間程度、柔らかいボールでケガ

の心配も少なく、運動量も適度で、気軽にゲームを楽しむことができます。

　毎年開催される「佐野社会人リーグ」には、市内の企業など約１０チームが

参加しており、前回の大会では６０歳を超え

る選手も出場し、活躍しています。この大会で

は、企業のほか自治会、同級生チームなど、年齢や性別を問わず参加

を募集しています。今年は、１０月２１日（土）に渡良瀬川緑地運動公

園で開催します。初参加のチームには事前に講習会を行っていますの

で、職場での良好な人間関係づくりに、ぜひクリケットを活用してく

ださい！　　（特定非営利活動法人日本クリケット協会　大鳥居悠貴）

■

問合せ＝スポーツ立市推進課

　　　　　☎（２０）３０４９

社会人リーグの試合風景

年齢に関係なくプレーをしている様子

ともこ皮フ科クリニック
診療科目

美容皮フ科

診療時間 休診日

住所：栃木県佐野市鐙塚町156-1  電話：０２８３‒８５‒９４８３

木・日・祝日９：００～１２：００/１６：００～１８：００
（ご予約制ではございません）土曜日午後も診療しております。

９：００～１８：００（完全予約制）
※手術・ヒアルロン酸・ボットクス・脂肪溶解注射は午後からの予約となります。
※全身脱毛の最終予約は１７：００となります。

皮膚科
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

「もったいないフェアさの２０１７」開催　　　

■

問合せ＝クリーン推進課☎（２３）８１５３

　１０月１６日（月）～２２日（日）の期間に、みかもクリーンセンターで開催します。

【期間中のイベント】

再生品展示提供　クリーンセンターに持ち込まれた自転車や家具などを、再生品として提供します。

▲

日時＝１６日（月）～２２日（日）午前９時～午後５時（最終日は午後３時まで）

▲

対象＝市内にお住まいの方で、リサイクルプラザに来館された小学生以上の方

▲

抽選＝２３日（月）午後３時から、リサイクルプラザにて公開抽選（当選者には、はがきでお知らせします）

小型家電、廃食用油、エコキャップ、インクカートリッジの回収

  お持ちいただいた方にはエコ石けんなどをプレゼント！

講座（事前にお申し込みください）

講座・内容 日　時 備　考

古布から布ぞうりづくり １７日（火）午前９時３０分～ 無料

廃食用油からエコ石けんづくりと
石けんアート体験

１８日（水）午前９時３０分～ 材料代３００円

みかもクリーンセンター見学会 １９日（木）午前９時３０分～ 参加者にエコ石けんをプレゼント！

エコ・クッキング ２０日（金）午前１０時～ 材料代１，０００円

生ごみ消滅器「バクテリアｄｅキ
エーロ」製作ワークショップ

２１日（土）午前９時３０分～
材料代　土置用３，０００円、
土以外用４，０００円

【２２日（日）のイベント】

フリーマーケット「みかも・もったいない市」※出店および来場無料、出店は事前申込、雨天中止（小雨は決行）

▲

時間＝午前９時～午後２時　

▲

会場＝リサイクルプラザ駐車場　

▲

区画数＝４０区画　

リメイクワークショップ・木工工作（当日受付、一部有料）

▲

時間＝午前９時～午後２時　

▲

内容＝不用品や木材を再利用し、日頃の生活に生かす取り組みを紹介

親子でチャレンジ！「みかもクリーンセンターの謎を解け」（当日受付）

▲

時間＝午前９時～午後２時　

▲

内容＝謎を解きながら３Ｒについて学べます。解けたら粗品プレゼント！

レジ袋削減アンケート・マイバッグプレゼント　協力：佐野市レジ袋削減・３Ｒ推進協議会

市営バス「さーのって号」　一部路線で臨時ダイヤでの運行となります

　下水道工事による通行止めにより「多田翠下町」バス停が利用でき

なくなるため、一部路線で迂回ルート・臨時ダイヤでの運行となります。

▲

対象路線＝基幹線（道の駅経由）、仙波会沢線

▲

工事・臨時ダイヤ運行期間＝１０月２日（月）～１月３１日（水）

　午前８時３０分～午後５時

　※日曜日、１２月２７日～１月８日を除く

※詳しくは臨時の路線図や時刻表、市ホームページをご確認ください

▲

臨時路線図・時刻表の配布場所＝さーのって号車内、佐野市営バス

　葛生車庫、交通生活課（５階）、市役所総合案内、田沼・葛生の各行政

　センター、万葉の里・城山記念館、赤見・野上・新合・飛駒の各支所、

　人間国宝田村耕一陶芸館、佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」、各地区公民館

■

問合せ＝工事について：下水道課☎（２３）１１２０、運行について：葛生車庫☎（８６）４０７１
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家
庭
緑
化
用
苗
木
の
無
料

配
布
会

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
先
着

200
本
配
布
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
15
日

（日）
午
前
10
時

30
分
～
（
10
時
か
ら
整
理
券
を
配

布
・
雨
天
決
行
）
▼
会
場
＝
佐
野

商
工
会
議
所
周
辺
（
ま
ち
な
か
楽

市
会
場
）
※
商
工
会
議
所
西
側
駐

車
場
、
市
役
所
市
民
広
場
駐
車
場

な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
都
市
整
備
課

☎
（２０）
３
１
０
１

特
定
計
量
器（
は
か
り
）の

定
期
検
査

　

商
店
や
会
社
の
取
引
用
、
病
院

や
学
校
な
ど
の
証
明
用
に
使
用
す

る
は
か
り
は
、
計
量
法
に
基
づ
く

定
期
検
査
を
受
け
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
未
受
検
の
は
か
り
は
、
取

引
・
証
明
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
検
査
期
間
＝
10
月
10
日

（火）
～
24

日
（火）
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

（
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く
）

※
地
区
に
よ
り
会
場
・
検
査
日
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い　

■
問
合
せ
＝
商
工
・
企
業

誘
致
課
☎

（２０）
３
０
４
０

の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん

■
問
合
せ
＝
市
民
課

☎
（２０）
３
０
１
９

全
国
地
域
安
全
運
動
～
み
ん

な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
～

　

10
月
11
日

（水）
～
20
日

（金）
ま
で
の

10
日
間
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
で
は
乗
り
物
盗
な
ど
が
依

然
と
し
て
高
い
割
合
で
発
生
し
て

い
る
ほ
か
、
子
ど
も
や
女
性
へ
の

声
か
け
な
ど
の
事
案
の
発
生
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
も
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
の
『
特
殊
詐
欺
』
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
お

気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
関
係
機
関
や
警
察
と

相
互
間
の
連
携
を
強
化
し
、
運
動

期
間
中
「
佐
野
市
地
域
安
全
の
つ

ど
い
」
や
、
犯
罪
抑
止
啓
発
活
動

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
危
機
管
理
課

☎
（２０）
３
０
５
６

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

で
す

　

周
辺
の
川
や
水
路
が
少
し
で
も

き
れ
い
な
状
態
を
保
て
る
よ
う
、

浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
清
掃
…
汚
泥
な
ど
の
引
き
抜
き

は
、
市
の
許
可
を
受
け
た
「
浄
化

槽
清
掃
業
者
」
に
依
頼
し
、
毎
年

１
回
以
上
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
守
点
検
…
浄
化
槽
や
ブ
ロ
ア

の
点
検
は
、
県
の
登
録
を
受
け
た

「
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
」
と
契

約
を
結
び
、
定
期
的
に
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

●
法
定
検
査
…
水
質
な
ど
に
関
す

る
検
査
は
、
浄
化
槽
の
使
用
開
始

後
４
～
８
カ
月
目
ま
で
に
行
う
７

条
検
査
と
、
そ
の
後
毎
年
実
施
す

る
11
条
検
査
が
あ
り
ま
す
。
７
条

検
査
は
「
浄
化
槽
工
事
業
者
」
に
、

11
条
検
査
は
「
浄
化
槽
保
守
点
検

業
者
」
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
環
境
政
策
課

☎
（２０）
３
０
１
３

国
民
年
金
「
５
年
の
後
納

制
度
」
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
「
５
年
の
後
納
制

度
」
は
、
平
成
30
年
９
月
30
日
ま

で
の
特
例
制
度
で
す
。
５
年
以
内

特
定
空
家
等
の

解
体
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

周
辺
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険

な
「
特
定
空
家
等
」
を
市
内
業
者

に
依
頼
し
て
解
体
す
る
場
合
に
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
平
成
30
年
１
月
31
日

（水）

ま
で　

▼
助
成
金
額
＝
解
体
費
用

の
２
分
の
１
（
上
限
50
万
円
）

※
申
請
に
は
市
の
事
前
調
査
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
空
き
家
対
策
室

☎
（２０）
３
０
２
８

10
月
は
ご
み
の
不
法
投
棄

重
点
監
視
月
間
で
す

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
土
地
の

所
有
者
・
管
理
者
、
付
近
の
住
民

な
ど
へ
の
迷
惑
と
な
り
、
周
辺
環

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
を
個
人
の
土
地
に
捨
て
ら

れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
犯
人
が
わ

か
ら
な
い
と
き
は
そ
の
土
地
の
所

有（
管
理
）者
が
片
づ
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ご
み
を
捨
て
ら
れ

な
い
よ
う
な
対
策
を
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３



KOUHOU SANO
H29.10

19

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

住
宅
相
談
会

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
空
き
家

の
利
活
用
、
登
記
手
続
き
な
ど
、

建
築
士
や
司
法
書
士
な
ど
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る
無
料
相

談
会
を
「
ど
ま
ん
な
か
フ
ェ
ス
タ

佐
野
」
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

※
１
人
30
分
程
度
、
予
約
優
先

▼
日
時
＝
11
月
５
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
田
沼
グ

リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
申
込
＝
一
般
社
団
法
人
栃
木
県

建
築
士
会

☎
０
２
８（
６
３
９
）３
１
５
０

行
政
相
談
を
行
い
ま
す

　

生
活
の
中
の
困
り
ご
と
や
、
国

な
ど
行
政
機
関
へ
の
意
見
や
要
望

な
ど
を
、
行
政
相
談
委
員
が
お
聞

き
し
ま
す
。
※
無
料

▼
開
催
日
・
会
場
＝
10
月
３
日

（火）

・
葛
生
あ
く
と
保
健
セ
ン
タ
ー
、

10
月
13
日

（金）
・
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
11
月
15
日

（水）
・
田
沼
中
央

公
民
館

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
特
設
相
談

▼
日
時
＝
12
月
19
日

（火）
午
前
11
時

～
午
後
２
時　

▼
会
場
＝
イ
オ
ン

モ
ー
ル
佐
野
新
都
市
1
階
セ
ン
ト

ラ
ル
コ
ー
ト

■
問
合
せ
＝
総
務
省
栃
木
行
政
相

談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
３
４
）４
６
８
０

さ
の
合
同
就
職
面
接
会

▼
日
時
＝
11
月
10
日

（金）
午
後
１
時

30
分
～
４
時　

▼
会
場
＝
市
役
所

市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
▼
参
加
企
業

（
予
定
）＝

（株）
バ
ン
テ
ッ
ク
、

（株）
あ

わ
し
ま
堂
、
タ
マ
ム
ラ
デ
リ
カ

（株）
、
三
州
食
品

（株）
▼
対
象
＝
55
歳

未
満
の
方　

※
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
■
問
合
せ
＝
商
工
・

企
業
誘
致
課
☎

（２０）
３
０
４
０
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
野
☎

（２２）
６
２
６
０

就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
と

巡
回
相
談
会

　

求
職
活
動
を
し
て
い
る
方
向
け

の
①
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
と
、
就

労
に
関
す
る
②
巡
回
相
談
会
、
シ

ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
活
動
に
関

す
る
③
ぷ
ら
っ
と
巡
回
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
※
就
職
応
援
セ
ミ

ナ
ー
・
巡
回
相
談
会
は
雇
用
保
険

受
給
中
の
就
職
活
動
の
実
績
に
な

り
ま
す　

▼
開
催
日
・
会
場
＝
10

月
26
日

（木）
佐
野
市
役
所
601
・
602
会

議
室（
６
階
）、
11
月
24
日

（金）
栃
木

県
庁
足
利
庁
舎
202
号
室　

▼
時
間
＝
①
午
前
10
時
30
分
～
正

午
、
②
・
③
午
後
１
時
～
４
時　

▼
申
込
＝
実
施
日
前
日
午
後
４
時

ま
で
に
、
電
話
で
各
会
場
の
あ
る

担
当
窓
口
へ

佐
野
市
商
工
・
企
業
誘
致
課
☎

（２０）

３
０
４
０
、
栃
木
県
足
利
労
政
事

務
所
☎
０
２
８
４

（４１）
１
２
４
１

■
問
合
せ
＝

①
・
②
は
と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
６

③
は
と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応

援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
２
２
）３
０
１
８

足
利
佐
野
都
市
計
画
の

原
案
の
縦
覧

　

建
築
基
準
法
改
正
に
伴
う
足
利

佐
野
都
市
計
画
地
区
計
画
（
４
地

区
）
の
変
更
の
原
案
を
縦
覧
し
ま

す
。
意
見
の
あ
る
方
は
市
長
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

▼
原
案
の
名
称
＝
足
利
佐

野
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更

▼
対
象
地
域
＝
①
高
萩
町
、
越
名

町
、
鐙
塚
町
の
各
一
部
、
②
町
谷

町
、
関
川
町
、
黒
袴
町
の
各
一
部
、

③
戸
奈
良
町
、
石
塚
町
の
各
一
部
、

④
西
浦
町
、
黒
袴
町
の
各
一
部

▼
縦
覧
期
間
＝
10
月
６
日

（金）
～
20

日
（金）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
＝
都
市
計
画
課(

５

階
）
▼
意
見
書
提
出
方
法
＝
縦
覧

場
所
に
用
意
し
て
あ
る
所
定
の
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
10
月

６
日

（金）
～
27
日

（金）
の
間
に
直
接
ま

た
は
郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

〒
３
２
７
‐
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）
都
市
計
画
課

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
１
０
０

介
護
入
門
研
修

　

中
高
年
齢
者
を
対
象
と
し
た
、

介
護
未
経
験
者
向
け
の
研
修
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
７
日

（火）
・
10
日

（金）
・
14
日

（火）
・
17
日

（金）
・
21
日

（火）
・
24
日

（金）
・
30
日

（木）
の
全
７
回
、

各
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
会
場
＝
ハ
ー
モ
ネ
ー
ト
プ
ラ
ザ

■
申
込
＝
ハ
ル
プ
・
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
☎

（２７）
１
６
８
６

平
成
29
年
分

年
末
調
整
説
明
会

　

対
象
者
に
は
、
10
月
下
旬
に
関

係
書
類
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
17
日

（金）
午
後
２
時

～
４
時　

▼
会
場
＝
文
化
会
館

■
問
合
せ
＝
佐
野
税
務
署

☎
（２２）
４
３
６
６

シル
バー人材センター

(愛
称 生き

活きセンター ) 会員募集中！
60歳以上の健康で働く意欲のある方で入会を希望
される方は、ぜひ、お問い合わせください。

仕事のご依頼はお気軽に！

公益社団法人
佐野市シルバー
人材センター
✿ 問い合わせ ✿
電話：23-7765

Ｅ-mail:sano@sjc.ne.jp
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消費生活センターからのお知らせクリーン推進課からのお知らせ
　　
うまい話やもうけ話に気をつけて！

　パソコンやスマートフォンで利用する無料通話ア

プリなどのＳＮＳで発信される情報は、すべてが信

用できる情報とは限りません。当選商法や投資詐欺

などにつながる悪質な情報もあります。

　「景品が当たりました」や「必ず儲かります」など、

うまい話は安易に信用しないようにしましょう。

　困ったときは、消費生活センターへご相談くださ

い。

■問合せ＝消費生活センター　　☎（２０）３０１５

　　　　　　※平日午前９時～午後４時

　　　　　消費者ホットライン　☎局番無し１８８	

　　　　　　※土曜日午前９時～午後５時、

　　　　　　　日曜日・祝日午前１０時～午後４時

１０月は３Ｒ推進月間です

３つのＲを心掛け、限りある資源を大切にしましょう！

①Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース） ごみを発生させないこと

無駄なものは買わず、ものは大切に使い長持ちさせま

しょう。

②Ｒｅｕｓｅ（リユース）ものをくり返し使うこと

リサイクルショップやフリーマーケットを活用しま

しょう。

③Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル） 資源として再利用

ごみは資源として活かせるよう正しく分別しましょう。

買い物で３Ｒ

マイバッグを持参し、ばら売りや簡易包装の商品を選

ぶなど、日頃の買い物から３Ｒを実践しましょう！

■問合せ＝クリーン推進課☎（２３）８１５３

珠
貝
を
観
察
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
18
日

（土）
①
午
前
10

時
～
正
午
、
②
午
後
２
時
～
４
時

▼
会
場
＝
葛
生
地
区
公
民
館

▼
対
象
＝
小
学
３
年
生
以
上

▼
講
師
＝
河
野
重
範
さ
ん
（
栃
木

県
立
博
物
館
学
芸
員
）

▼
定
員
＝
各
回
先
着
15
人

▼
費
用
＝
１
８
０
０
円
（
材
料
費
）

■
申
込
＝
10
月
18
日

（水）
以
降
、
葛

生
化
石
館
☎

（８６）
３
３
３
２

（
月
曜
休
館
）

ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

▼
費
用
＝
５
千
円
（
全
10
回
分
）

※
教
室
に
よ
っ
て
は
期
間
中
お
休

み
が
あ
り
ま
す

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
無
料
券

5
回
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

■
申
込
＝
10
月
５
日

（木）
以
降
、

ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

☎
（６１）
１
１
５
３（
月
曜
休
館
）

①
ペ
ル
ビ
ッ
ク
ス
ト
レ
ッ
チ
（
骨

盤
体
操
）教
室

（１）

▼
日
程
＝
10
月
24
日
～
12
月
26
日

（
火
曜
日
）
午
後
７
時
～
８
時

▼
定
員
＝
先
着
25
人

②
初
め
て
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室

▼
日
程
＝
10
月
25
日
～
12
月
27
日

（
水
曜
日
）
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分
▼
定
員
＝
先
着
20
人

③
初
め
て
の
ヨ
ガ
教
室

▼
日
程
＝
10
月
12
日
～
12
月
28
日

（
木
曜
日
）
午
後
１
時
～
２
時

▼
定
員
＝
先
着
25
人

④
初
め
て
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

▼
日
程
＝
10
月
12
日
～
12
月
28
日

（
木
曜
日
）
午
後
２
時
30
分
～
３

時
30
分
▼
定
員
＝
先
着
25
人

⑤
ペ
ル
ビ
ッ
ク
ス
ト
レ
ッ
チ
（
骨

盤
体
操
）教
室

（２）

▼
日
程
＝
10
月
20
日
～
１
月
５
日

（
金
曜
日
）
午
後
２
時
～
３
時

▼
定
員
＝
先
着
25
人

⑥
ス
テ
ッ
プ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

▼
日
程
＝
10
月
20
日
～
１
月
12
日

（
金
曜
日
）
午
後
７
時
30
分
～
８

時
30
分
▼
定
員
＝
先
着
30
人

フ
ラ
ン
ス
語
入
門
講
座

▼
日
時
＝
10
月
19
日
、
11
月
２
日
・

９
日
・
16
日
・
30
日
、
12
月
７
日
・

14
日
の
木
曜
日（
全
７
回
）午
後
７

時
30
分
～
９
時

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館　

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
２
千
円（
テ
キ
ス
ト
代

別
・
500
円
程
度
）

■
申
込
＝
10
月
13
日

（金）
ま
で
に
、

国
際
交
流
協
会
☎

（２４）
４
４
４
７

楽ら

ふ風
カ
フ
ェ
へ
お
越
し
く
だ

さ
い

　

認
知
症
の
方
と

そ
の
家
族
、
専
門
職

な
ど
が
集
ま
り
、
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
、

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
場
で
す
。
介

護
や
認
知
症
な
ど
の
相
談
も
で
き

ま
す
。　

▼
開
催
日
＝
毎
週
金
曜

日
（
祝
日
の
場
合
は
休
み
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時
▼
会
場
＝
い
き

い
き
元
気
館
た
ぬ
ま（
田
沼
町
）

●
介
護
者
支
援
講
座

　

介
護
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に

役
立
つ
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
20
日
、11
月
17
日
、

12
月
15
日
、
１
月
19
日
、
２
月
16
日

の
金
曜
日（
全
５
回
）午
後
１
時
15

分
～
２
時
30
分

▼
費
用
＝
１
千
円
（
資
料
代
な
ど
）

■
申
込
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
風
の
詩

☎
（６２）
７
０
８
２

生
き
物
が
つ
く
る
鉱
物
・

真
珠

　

石
灰
岩
は
生
き
物
が
つ
く
っ
た

殻
や
骨
格
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

生
き
物
は
そ
の
殻
を
ど
う
や
っ
て

つ
く
る
の
で
し
ょ
う
。
今
回
は
真

講

座
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曜
日（
全
２
回
）午
後
２
時
～
４
時

▼
講
師
＝
上
波
恵
子
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
16
人

▼
費
用
＝
各
日
２
千
円
（
材
料
費
）

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
５
７
７
２

田
沼
中
央
公
民
館

趣
味
の
講
座

■
申
込
＝
同
館
☎

（６１）
１
１
３
５

※
②
は
10
月
５
日

（木）
～
申
込
受
付

①
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

▼
日
時
＝
10
月
14
日

（土）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
▼
講
師
＝
土
澤

充
子
さ
ん
（
在
宅
栄
養
士
）

▼
定
員
＝
先
着
16
人

▼
費
用
＝
500
円（
材
料
費
）

②
趣
味
の
編
み
物
で
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
つ
く
る
２　

▼
日
時
＝
10
月
24
日

（火）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
▼
講
師
＝
菊
地

夕
美
子
さ
ん
▼
定
員
＝
先
着
16
人

▼
費
用
＝
500
円
（
材
料
費
）

常
盤
地
区
公
民
館

市
民
教
養
講
座

●
ふ
る
さ
と
の
民
話
を
聞
こ
う

▼
日
時
＝
11
月
８
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
▼
講
師
＝
佐
野

ふ
る
さ
と
民
話
の
会

▼
定
員
＝
先
着
100
人（
無
料
）

■
申
込
＝
同
館
☎

（８５）
３
６
５
７

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

健
康
体
操
講
習
会

　

太
極
拳
な
ど
を
取
り
入
れ
た
、

介
護
予
防
に
も
な
る
体
操
で
す
。

▼
日
時
＝
11
月
９
日

（木）
午
前
10
時

～
正
午　

▼
会
場
＝
隣
保
館（
赤

坂
町
）　

▼
講
師
＝
橋
本
幸
造
さ

ん
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士
）

▼
定
員
＝
先
着
30
人（
無
料
）

■
申
込
＝
10
月
10
日

（火）
午
前
９
時

以
降
、
同
館
☎

（２２）
７
５
１
３

運
動
公
園

「
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教
室
」

▼
開
催
日
＝
毎
週
火
曜
日
・
午
前

10
時
30
分　

▼
定
員
＝
先
着
30
人

▼
費
用
＝
２
千
円
（
１
カ
月
）

■
申
込
＝
同
公
園
管
理
事
務
所

☎
（２５）
０
４
０
３（
月
曜
休
館
）

佐
野
市
民
大
学

●
つ
な
げ
る
ひ
ろ
げ
る
天
明
鋳
物

　

鋳
物
の
ま
ち
で
あ
る
佐
野
市
の

今
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
29
日

（日）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
▼
会
場
＝
佐
野
市
中

央
公
民
館
▼
講
師
＝
林
田
治
美
さ

ん（
文
化
振
興
課
職
員
）

▼
定
員
＝
先
着
150
人（
無
料
）

■
申
込
＝
同
公
民
館

☎
（２４）
５
７
７
１

石
材
の
印
作
り（
篆て

ん
こ
く刻
）講
座

　

好
き
な
文
字
を
石
に
刻
み
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
石
材
の
印
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
11
月
４
日
～
12
月
２
日

の
毎
週
土
曜
日（
全
５
回
）午
後
２

時
～
４
時
▼
会
場
＝
郷
土
博
物
館

▼
対
象
＝
18
歳
以
上
の
方

▼
講
師
＝
阿
部
祥
廬
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
20
人

■
申
込
＝
同
館
☎

（２２）
５
１
１
１

博
物
館
展
示
解
説

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

市
内
小
学
生
の
博
物
館
学
習
に

お
い
て
、
展
示
解
説
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
28
日
、
11
月
18
日
、

12
月
23
日
の
土
曜
日
（
全
３
回
）

午
前
10
時
～
正
午

▼
会
場
＝
郷
土
博
物
館

▼
対
象
＝
全
３
回
に
参
加
で
き
る

方
で
、
講
座
後
、
平
日
の
午
前
中

に
展
示
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
が
可
能
な
方

▼
定
員
＝
先
着
10
人（
無
料
）

■
申
込
＝
同
館
☎

（２２）
５
１
１
１

佐
野
市
中
央
公
民
館

中
央
趣
味
講
座

▼
申
込
＝
10
月
６
日

（金）
～
20
日

（金）

ま
で
に
費
用
を
添
え
て
同
館
へ

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
５
７
７
１

●
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
づ
く
り
と

お
い
し
い
紅
茶
の
入
れ
方

▼
日
時
＝
11
月
８
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
▼
講
師
＝
山
中

桂
子
さ
ん
▼
定
員
＝
先
着
30
人

▼
費
用
＝
500
円
（
材
料
費
）

●
季
節
の
折
り
紙
教
室

来
年
の
干
支
（
戌
）

▼
日
時
＝
11
月
15
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

▼
講
師
＝
石
原
啓
子
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
16
人

▼
費
用
＝
300
円
（
材
料
費
）

界
地
区
公
民
館

趣
味
の
講
座

●
運
動
不
足
解
消
講
座

～
簡
単
に
楽
し
く
～

▼
日
時
＝
10
月
13
日
・
27
日
、
11

月
10
日
・
24
日
の
金
曜
日
（
全
４

回
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
講
師
＝
柳
原
三
春
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２２）
０
４
０
０

城
北
地
区
公
民
館

趣
味
の
教
室

●
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

▼
日
時
＝
10
月
18
日
・
25
日
の
水

コンタクトレンズ研究所

 ☎（0283）23-0381

大野眼科クリニック

（西産業道路・フレッセイ西）
佐野市赤坂町948-1

中
級
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
）
講
習
会

　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
が
入
っ
た

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
▼
日
時
＝（
ワ
ー
ド
講
習

会
）10
月
30
日

（月）
～
11
月
１
日

（水）

（
エ
ク
セ
ル
講
習
会
）

11
月
13
日

（月）
～
15
日

（水）

各
回
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
会
場
＝
田
沼
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
小
見
町
）

▼
定
員
＝
各
コ
ー
ス
先
着
14
人

▼
費
用
＝
各
コ
ー
ス
２
千
円
（
教

材
費
）
■
申
込
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
（６２）
７
８
５
８
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楽習講師企画講座

■

申込＝生涯学習課☎（２０）３１０９　※事前にお電話にてお申し込みください

講座名 日時 会場 対象 講師（敬称略） 定員 費用

ベビーヨガセラピー
１０月１１日または１１月１５日(各水)
午前１０時３０分～正午

犬伏地区公民
館

※１ 小林彩子 １０人 なし

すごく簡単な

社交ダンス

１０月１６日(月)・２０日(金)
午後７時～８時 佐野市中央公

民館
成人 井上千枝子

１０人

なし
１０月１９日・２６日（各木）
午後３時～４時

１０人

愛犬のしつけ方講座
１０月１７日（火）
午前１０時３０分～１１時３０分

イオン佐野新
都市

※２ 宮腰幸子 １０人 ５００円

プリザハンガーフック
１０月１７日（火）
午前１０時３０分～正午

渡邊美樹 ８人 １, ０００円

粘土でスイーツの小瓶 小松君枝 ５人 ８００円

ママ友作りのベビマ ※３ 柏倉美香 １０組 ５００円

ペーパーホルダー作り
１０月１７日（火）
午前１０時３０分～午後０時３０分

佐藤芳江 ５人 ５００円

かぎ針あみ座布団作り
１０月２５日(水)
午前９時～１１時

佐野市中央公
民館

須藤彰子 １５人 ２, ２６８円

大人の水生生物（昆虫）
観察会

１０月２９日(日)
午前９時～正午

葛生あくとプ
ラザ・秋山川

成人 金田彰二 １０人 ３００円

はじめての写経体験
１０月３１日(火)
午前１０時～１１時３０分

赤見地区公民
館

中島清道 ２０人 １００円

※１：２ヶ月～ハイハイ位までの親子　※２：犬を飼っている方、これから飼う方　※３：２ヶ月～歩く前位までの親子

図書館の催し　詳しくは、各館で配布する「図書館だより」やホームページをご覧ください。

イベント名 日時 内容 対象など

佐野図書館
☎（２２）１８３３

企業展示

「三福工業 ( 株 )」

１０月４日（水）～
３１日（火）

発泡体やコンパウンドを製造している三福
工業 ( 株 ) を紹介します。

秋の野草でしおり

を作ろう

１０月２９日（日）
①午前１１時～正午
②午後１時～２時

講師：野口徳雄さん
協力：Ｒ２９３美術展実行委員会、佐野市文
化会館

小学生～
各回先着１０人
１０月７日（土）～受付

田沼図書館
☎（６１）１１３６

図書館まつり
１０月１５日（日）
午前９時～午後４時

人形劇＆ミニコンサート、図書館寄席など
協力：佐野子ども劇場、真岡落語研究会、
紙ひこーき、丸山三枝子さん　ほか

葛生図書館
☎（８６）３４１６

図書館まつり
１１月１１日（土）
午前９時～午後４時

音楽劇、コーラス、マジック＆腹話術、ビンゴ、
工作、軽食販売など
協力：ＮＰＯ法人劇団ブリリアントスマイル、
合唱団どんぐり　ほか

３館共通イベン
ト

読書感想画展
１０月１３日(金)～
１１月１２日（日）

市内保育園・幼稚園児、小・中学生が描い
た読書感想画を展示します。

3館スタンプラリー
１０月１４日(土)～
１１月１２日(日)

期間中、本を借りるとスタンプを押します。
５つそろうとプレゼントがもらえます。

先着５００人

秋
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

▼
日
時
＝
11
月
３
日
（
祝
・
金
）・

11
月
12
日
～
12
月
３
日
の
毎
週
日

（
全
５
回
）午
前
９
時
～
正
午

▼
会
場
＝
田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象
＝
小
学
１

～
５
年
生
と
そ
の
保
護
者
（
大
人

の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

▼
定
員
＝
先
着
50
人

▼
費
用
＝
小
学
生
500
円
、
保
護
者

１
５
０
０
円

■
申
込
＝
10
月
20
日

（金）
ま
で
に
、

ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進
課

☎
（２０）
３
０
４
９（
平
日
の
み
）

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
、

運
動
公
園
管
理
事
務
所

☎
（２５）
０
４
０
３

ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
☎

（６１）
１
１
５
３

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

「
シ
ニ
ア
の
力
で
地
域
を
盛
り

上
げ
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
す
。
▼
日
時
＝
11
月
６
日
、

13
日
の
月
曜
日（
全
２
回
）午
後
１

時
～
（
６
日
は
午
後
３
時
ま
で
、

13
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
50
歳
以
上
の
方

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）

■
申
込
＝
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（２２）
８
１
３
６
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　田村耕一の作陶を「土と炎」と

いう視点で見つめる展覧会です。

土の色や質感を生かした作品の展

示を行うほか、器をつくる過程に

ついても紹介しています。

▼会期＝１１月２６日（日）まで

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料

▼休館日＝１１月２７日（月）～

　３０日（木）

　鍾乳石は、石灰岩が雨に溶かさ

れる性質によってできる岩石で

す。石灰岩の成分を含んだ地下水

が地下の空洞内で再び結晶するこ

とによってできます。企画展で紹

介中です。ぜひ、ご覧ください。

▼開館＝

　午前９時～午後５時 

▼入館料＝無料

▼休館日＝

　毎週月曜日

　（１０月９日は開館）、

　１０月１０日（火）

▼会期＝

　１０月１日（日）～１月２８日（日）

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料

▼休館日＝毎週月曜日（１０月９日

　は開館）、１０月１０日（火）

【講座】「楽しく絵付け 私の羽子板

～羽子板に絵を描こう～」
▼日時＝１１月１９日（日）

　午後１時３０分～３時３０分 

▼会場＝葛生地区公民館

▼定員＝先着１０人（小学３年生

　以下は保護者同伴、大人も歓迎）

▼費用＝４００円（材料費）

▼申込＝１０月８日（日）以降、

　伝承館へ (休館日を除く )

「羽子板展」

■吉澤記念美術館
　☎（８６）２００８

全国山城サミット佐野大会開催記念・
第６６回企画展　

「佐野の城館跡～唐沢山城とその支城～」

　唐沢山城とその周辺にある主な支

城を中心に、市内の城館跡を紹介し

ます。

▼会期＝

　１０月７日（土）～１２月３日（日）

▼開館＝午前９時～午後５時　

▼観覧料＝一般２１０円ほか　

★無料開館：１０月１２日（木）、２３日（月）　

▼休館日＝毎週月曜日（１０月９日は開館）、

　１０月１０日（火）、１１月２４日（金）

【展示解説日】（予約不要）１０月１５日（日）・１１月

１２日（日）、１２月３日（日）各日午後２時～

※記念講演会については、上段をご覧ください

■葛生伝承館☎（８４）３３１１

特別企画展「石灰と美術」

■郷土博物館☎（２２）５１１１

　漆喰作品や栃木県庁フレスコ天

井画の下絵、ルーシー・リーによ

るドロマイト釉を使用した陶磁な

ど、初公開作品を多数展示中です。

▼会期＝１０月１５日（日）まで

▼開館＝午前９時３０分～午後５時

▼観覧料＝一般５１０円ほか

★無料開館：１０月１５日（日）

▼休館日＝毎週月曜日（１０月９日は開館）、１０月１０

　日（火）、展示替休館：１０月１６日（月）～２７日（金）

【次回展】　全国山城サミット佐野大会開催記念・

アートリンクとちぎ２０１７

　「のぞいてごらん！紙の上の小さな世界 １９世紀

　フランス・イギリス版画挿絵」

▼会期＝１０月２８日（土）～１２月１０日（日）

■人間国宝田村耕一陶芸館
　☎（２２）０３１１（まちなか活性
化ビル「佐野未来館」１階） ■葛生化石館☎（８６）３３３２

草
文
茶
碗

岩田賢治
《未敷蓮華　合掌》

２０１６年

「田村耕一の技④土と炎展」
開催中

波
な み

に巻
か ん す

子形
な り

兜
かぶと

（龍
り ゅ う き

綺の兜）

鍾乳石の断面

所蔵：茨城県

自然博物館

【葛生ワンダーランド　クイズ＆スタンプラリー】　吉澤記念美術館・葛生化石館・葛生

伝承館・葛生図書館の４館を巡り、クイズとスタンプラリーにチャレンジしよう！

▲

開催日＝１０月１５日（日）　※当日は吉澤記念美術館の観覧が無料になります
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児童館情報

▼休館日＝第 3 土曜日と翌日の日曜日、国民の祝日

■問合せ＝南児童館☎（２３）２５２５

　東児童館☎（２１）１６６８、西児童館☎（２５）２４５２、

　田沼児童館☎（６２）０８７８

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０【子育て情報】　★１０月の予定

　参加を希望される方は当日時間までにお越しく

ださい。なお、参加費などは無料ですが、入館時、市

外の大人の方は入館料２００円が必要です。

科学マジック　サイエンスショー
　日本宇宙少年団のリーダーが講師となり、楽しく

ためになる「科学実験教室」を行います。

▼日時＝１０月１日（日）

　　　　午後１時３０分～３時３０分

レクリンピック２０１７

～こどもの国の運動会～　
　子どもから高齢者まで誰でも気軽に楽しく体験

できる「レクリエーション運動会」を行います。

▼日時＝１０月１５日（日）

　　　　午前１０時～午後３時

こどもの国情報

▼休館日＝毎週月曜日、第２木曜日（祝日の場合

はその翌日）

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５

　

ぴよぴよルームたぬま・くずう

たぬま☎（６２）７０４１　くずう☎（８５）３４５６

（たぬま保育園、くずう保育園内）

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

１９日（木）・くずう・ぴよぴよ運動会

２６日（木）・たぬま・くずう・誕生会

３１日（火）・たぬま・音楽で遊ぼう

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

☆詳しくは市ホームページ、または直接お問い合わせください　

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時　

※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会　「卒乳・断乳について」講師：川島好枝さん

　１３日（金）午前１０時３０分～

○親子教室「ハロウィンパーティー」（要予約）

　２５日（水）午前１０時３０分～

○誕生会：１８日（水）午前１０時３０分～

○おはなしタイム：１０日（火）午前１１時～

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

①妊娠初期の方から

②妊娠中期以降の方から

①１０月１６日（月）午前９時１０分～１１

時４５分まで（受付：

９時～９時１０分）

佐野市保健センター
②１０月２４日（火）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳未満のお子さんと保護者

１０月１６日（月）午前１０時～

１０時３０分

佐野市保健センター

１０月１８日（水） 田沼保健センター

子育て教室　

乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相互交

流や子育ての不安・悩みを相談できる場所です。

▼内容＝親子の遊び（手遊びや歌）、工作など

▼日程＝各館午前１０時３０分から

南
毎週月曜日（祝日の場合は休み）、ハロウィンパー
ティー：１０月２８日（土）午前１０時３０分～※無料

東
毎週木曜日（祝日の場合は休み）
秋まつり：１０月２８日（土）午前１０時～正午

西

毎週火曜日（０～１歳向け）ハイハイタイム
※毎月１回ベビーマッサージ
毎週金曜日（１～３歳向け）のびのびタイム
ミニミニ運動会：１０月６日（金）・無料（先着５０組、
要予約）、食育のお話：１０月２７日（金）

田沼
にこにこタイム毎週月曜日、ドレミルーム第 2・
第 4 水曜日、にこにこ運動会：１０月３０日（月）
午前１０時３０分～※要予約
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各種相談ガイド　１０月２日（月）～１１月２日（木）

※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問合せ

育児相談

１０月１１日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

１０月２３日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
１０月２日（月）・２０日（金）心理士
各日午後１時３０分～　

佐野市保健センター

消費生活相談
月～金曜日午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（５階交通生活課内）

消費生活センター
☎（２０）３０１５

市民相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
交通生活課 
（５階）

交通生活課
☎（２０）３０１４

【予】弁護士無料法律相談

１０月１１日（水）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は１０月２日（月）午前９時～

万葉の里城山記念館

１０月１７日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は１０月２日（月）午前９時～

田沼中央公民館

合同（困りごと）相談 
※交通事故・消費生活・
行政相談・宅地建物相談
※女性相談は家庭児童相
談室で受け付けます

１０月１３日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター

１０月３日（火）午後１時３０分～４時
※交通事故・宅地建物相談は行っていません

葛生あくと保健センター

教育相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時 教育センター
教育センター
☎（２０）３０４８

青少年の悩みごと相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
少年指導センター
☎（２０）３０６１ 少年指導センター

☎（２０）３０６１
青少年に関する巡回相談 １０月１９日（木）午前１０時～午後３時

田沼中央公民館
☎（６１）１１３５

児童福祉・女性相談・
母子父子家庭、寡婦の相談

月～金曜日午前８時３０分～午後５時 家庭児童相談室（２階）
家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児あり）

１０月２０日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）
※田沼行政センター２階 人権・男女共同参画課

☎（６１）１１４０

【予】女性のためのカウン
セリング相談

１０月５・１９日・１１月２日の木曜日
午前１０時～１１時５０分
※第１木曜日は午後１時１０分～２時も実施

女性相談 １０月２６日（木）午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
１０月１９日（木）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで

特設困りごと・人権相談
１０月２７日（金）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで

葛生あくと保健センター

外国人相談
月～金曜日午前８時３０分～午後５時
※通訳が必要な方は事前にご連絡ください

交通生活課（５階）
交通生活課
☎（２０）３０１４

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

１０月２４日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館
隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

障がいのある方の相談
とちのみおたすけコール

平日午前８時３０分～午後５時３０分 ☎（２４）５７５９
上記時間以外の緊急の相談 ☎０８０（４０７３）５７９９　※２４時間対応

障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相
談支援

月～金曜日午前９時～午後６時 相談支援事業所さの
相談支援事業所さの
☎（２１）６８１１

精神保健福祉相談（要予約）
月～金曜日午前８時３０分～（保健師）
１０月２０日（金）午後１時３０分～（精神科医）

安足健康福祉センター
（足利市）

安足健康福祉センター
☎０２８４（４１）５８９５

難病患者さんの相談・支援
など

午前１０時～正午、午後１時～４時
とちぎ難病相談支援セン
ター（宇都宮市）

とちぎ難病相談支援センター
☎０２８（６２３）６１１３
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　９月１０日まで３週をかけて市民体育祭が開催され、市内

１４支部を代表する選手たちが競技に取り組みました。

　１０日には陸上競技部門が運動公園陸上競技場で開催さ

れ、各種陸上競技のほか、綱引きや玉入れなどが行われ、多

くの皆さんがスポーツを楽しみました。

　参加された皆さん、お疲れ様でした。

第１３回佐野市民体育祭

佐野市長旗
第２２回東日本生涯軟式野球大会

　この大会は、「還暦（６０歳代）」「古希（７０歳代）」「喜寿（７７

歳以上）」「傘寿（８０歳以上）」の世代別に毎年開催されています。

　今年の大会は９月１日から２２日まで運動公園野球場を主な

会場として行われ、東日本各地の予選を勝ち抜いた５４チーム、

１千人を超える選手たちが佐野市を訪れ優勝を目指しました。

　各試合会場では、最後の一球まで決してあきらめず、年齢を

感じさせない選手の好プレーと、1 点を争う白熱した好ゲームが

繰り広げられ、試合終了後には互いに笑顔と握手で健闘をたた

え合っていました。

総合優勝は
赤見支部でした
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　８月２６日・２７日の両日、嘉多山公園で「く

ずう原人まつり」が行われました。

　毎年恒例となった、祭りの最後を飾る「和太鼓

の共演」では、各地から集まった５つの団体によ

る和太鼓の演奏が行われました。どの団体も爽快

かつ力強い演奏を披露し、会場からは大きな拍手

が送られていました。

　その中でも特に印象

に残ったのが、黄
きはちじょう

八丈

（八丈島に伝わる絹織

物）を着た女性が演奏をしていた「八丈太鼓はなみ

ずき」です。１つの太鼓を両面から２人で打ち、

調和のとれた迫力ある演奏を披露していました。

　このほかにも、ステージイベントや火おこし体

験などのイベントが開催され、多くの人でにぎわっ

ていました。　　　　　　　（市民記者　佐藤久夫）

ハートフルフェスタ

　８月２４日、「みんなで築こう人権の世紀」をス

ローガンに ｢ハートフルフェスタ｣ が開催されま

した。

　会場には小中学生人権啓発ポスター展と小学生

人権書道展の入賞作品が展示され、入賞者への表

彰式が行われました。

　また、元タカラジェンヌでＬＧＢＴアクティビ

ストの東小雪さんを講師に迎え、「ありのままの自

分で生きる～ＬＧＢＴについて理解を深めよう～」

を演題に、性的マイノリティへの理解を深め、偏

見や差別をなくしていくことの必要性について、

講演が行われました。

２１世紀の古代ロマン
第３０回くずう原人まつり

芦屋町との青少年交流事業

（株）ＪＴＢ関東社員と市職員の協働研修

　市と「観光振興及び地域活性化に関する包括連

携協定」を結んでいることから、ＪＴＢ関東の採

用１～４年目までの１３１人の社員研修が、８月

２１日に佐野市で行われました。

　社員の方たちは唐沢山城跡や佐野厄除大師など

の視察のほか、市の若手職員も参加した研修会「ミ

ニブランドアカデミー」で市の魅力の発信方法に

ついてグループワークを行いました。

　研修を受講したＪＴＢ関東の社員は「実際に訪

れたことで気づいたことが多く、今後の企画の参

考になった」と話し、市の職員も民間企業の研修

に参加し、刺激を受けていたようでした。

１１月に「全国山城サミットｉｎ
佐野」が開催される唐沢山城
跡では、観光ボランティアに
よる解説が行われました。

　佐野市の天明鋳

物と福岡県芦屋町

の芦屋釜は、かつ

て「西の芦屋に東

の天明」として天

下にその名を知ら

れていたことから、小中学生が１年ごとにお互い

のまちを訪問する形で交流が続いています。

　今年は佐野市の子どもたちが芦屋町を訪問する

予定でしたが、台風の影響で中止になってしまっ

たため、８月２８日に市役所市民活動スペースで

佐野市の紹介発表会を行いました。芦屋町の子ど

もたちに紹介するために調べた佐野市の魅力につ

いて各グループが発表した後に

は、鋳物に関する講話と茶道体験

が行われ、子どもたちは天明鋳物

について理解を深めていました。



〒３２７－８５０１　栃木県佐野市高砂町１　☎０２８３（２４）５１１１
URLhttp://www.city.sano.lg.jp/　携帯端末 http://www.city.sano.lg.jp/mobile/

●出生　５６人　●死亡１４８人

●転入２２９人　●転出２３６人

人口の動き（１１月分）

	●人口１２０，５２７人（－９９） ●世帯５０，５１７戸（＋１）

　　男　５９，５０４人（－５６）　　　　　（　）は前月比

　　女　６１，０２３人（－４３）

人口と世帯数（１２月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

●出生　６８人　●死亡１２２人

●転入２３９人　●転出２４３人

人口の動き（８月分）

	●人口 １１９，９１９人（－５８） ●世帯 ５０，８５０戸（＋４４）

　　男　５９，２５０人（－２３）　　　　　　（　）は前月比

　　女　６０，６６９人（－３５）

人口と世帯数（９月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

荻原敦弘・遥さん（浅沼町）

紗
さ や な

耶奈ちゃん

田名網知弘・あゆみさん（堀米町）

平成２８年９月生瑛
え い じ

士ちゃん 平成２９年２月生

　
ＮＨＫ Ｅテレ「すイエんサー」にさのまるが登場します！
　８月２６日（土）、文化会館でＮＨＫ Ｅテレ「すイエんサー」の公開収録が行われました。

　「すイエんサー」は、日常生活の中で抱く素朴な疑問に、「ちょっとだけ科学」で取り組む教育バラエティ

番組。番組のどこかでさのまるが登場します。ぜひ、ご覧ください！

■問合せ＝都市ブランド推進室☎（２７）３０１２

加納潤・あゆみさん（高萩町）

平成２９年２月生克
かつよし

祥ちゃん

水落洋輔・弓穂さん（堀米町）

平成２９年３月生遥
は る と

斗ちゃん

広
報
さ
の　
■
平
成
２９
年
10
月
号

※
本
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

■
編
集　

佐
野
市
秘
書
課
広
報
広
聴
推
進
室 　第９回佐野ルネッサンス鋳金展を開催します

　室町時代以降、「西の芦屋に東の天明」と評された、茶釜に代表され

る天明鋳物。佐野市は、一千年の歴史を今に受け継ぐ鋳物のまちです。

　全国の美術作家たちが繰り広げる茶釜を代表する伝統的な工芸作品

と、自由な現代の鋳金作品との競演を、ぜひお楽しみください。

▲

日時　１０月２８日（土）～１１月１２日（日）

　　　　午前１０時～午後６時（最終日は午後４時まで）

▲

会場　文化会館　※入場無料

【関連イベント】

●ギャラリートーク

▲

日時　１０月２８日（土）午前１０時３０分～　

▲

会場　文化会館

●特別企画　二代 長野垤志さん講演会「詫び茶と天命」

▲

日時　１１月４日（土）午後１時３０分～

▲

会場　佐野市中央公民館　

▲

講師　長野垤志さん（釜師）

■問合せ＝佐野ルネッサンス鋳金展実行委員会（文化振興課）☎（２０）３０４４

放送日時

（前編）１０月１０日（火）午後７時２５分～

（後編）１０月１７日（火）午後７時２５分～

※前編は１４日（土）、後編は２１日（土）の

　それぞれ午前１０時～再放送します

放送局 ＮＨＫ　Ｅテレ

出演
ユージ、春香クリスティーン、白本彩奈、

すイエんサーガールズ　※敬称略


